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村の人口
--4 月 1 日現在一

世帯数 !830戸
人口総数 8677人

男 4284人
女心93人

. (3 月中のうごき）

出生 10人 死亡13人

転入 34人 転出66人
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栄tこ師保 l)り : 理 ””'9 幹 99 品1i会 がる林円 要つしi喪あに健こヵ、 ク ”’’”1t，，会長役四っ統滑こといて
価た迎所のれ ）レ·老t 長
のりえ技料ま 生ご始森田須坂泉

のなの範をに さしき士の話茂又実のイげ高手て師理し ゴニ 沢尻村藤上田中りた U月 1：りよ激れにお泣でしのは技炒‘‘い軽 ‘/11 教た 1 預泰正親貞和
に婦めがわっしまーょ逹すが話‘研め鳥換‘に晟野室゜．， 0 侶司雄司雄作時人生広ずていし日しくはが行し講作煮と肉とf乍繁辺写 フ
I~] の活く屈都社た楽‘‘‘な‘¢iとのコのうれ期印真
的日がな人市会°し実熱参わ食にス作＇ノ泡ふ‘を司 1文 面祠手丘拿戻
余常多りの‘の く技、し、加れ改よラり二きのし迎氏‘ 原大津口谷品
裕生忙‘労晨変すtこにした酋るイ方ャフ磯かえを館 ー島井---
が活とそ慟村惣，ご話間たもの栄ドのクラあもる談林 ツー

れ 建四こ実り原はつ四しはをな す一一 げの優線本 11’
土嘉水部回の施余口なて十か悩あく , ま皆御勝＾村三

叫［言［［さ口［］i
◎明◎のに針 児有数建退退経建て つ振めま建先中事以風

信；』］［以：言］慰］言叫］］l胄言喜］］
五四四総り記 危 分副団が交 明明西◎明西束里に年そりこ 6乞 ＊や 願手保従検保そけ“[)
月 g]嚢手t；臨言式険九八ヒ六五四：：：ニ―瞬 皇長雲其胃t肖 d’ 裳＇Jヽ安中小，Jヽ＇ ぽ胃老；ヵ；は四茎塁 を多し‘忍魯；屡魯劣ま杉t

--:-1: ＄：：そ：角 9 ［墨箇号匿習：：塁塁塁t芸〗：g豆麟胃墨露；ぇ ［笠芝i 紅直石墨 7]令犀来幽｛；；匿 9 食: ¥嬰
裕館験杏出望れ任に主 功範則りれに新教惣＾ ' 実‘二 分日ま移 書t tこににと所くつ
存苓腐存ぷ雲象誤っg 9 魯混益件百魯墨食昇新！因t役唇霊忌g ;"'  ”よ 役戸認 館 い乃謬羹1 締公講開さ‘定稔小 兒仏邦忠保 岩庭団井たのて員南務用南渡二＇ る四円 場 9龍苔村 よ取り胡さ

：切民習始し、役でが．て＇ 9 -也ー移夫光仁勲代武長孝· °方辞・ 中局ー中瀬小亘 こ十に 前日 館 うっけま所ん
＇り館会゜おあ左 次， 男 々令，＇..:.,cc:; ツ中一三 と五‘ ーみ おてたすでが
←ー・ 99 •, •昌ー· •. ...,—一 , • 9 9 • • 9 ー· , -

盈g烹塁魯烹 49 ; t、急ネ杏互こ門一塁と‘々旱図 合骨骨＇三：：：ニニニ渠塁魯今tt!、昭 年なも．と当午午

l : i ; 9塁： i :呈；塁；:I:I: ̀  ]を：：讐竺9霞ll長雙亭；iiiI ;;mu邑i; i呈蓋i ：呈i詈藝ii i : 
2乙r
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明和村役場 I
編リ！総務課 i 

庶務企画係 ' 

印刷所小林印旦竺＿1

村の人口
ー5 月 1 日現在＿

世術数 1815戸·

人口総数 8656人
男 4276人

女 4380人

(4 月中のうごき）

出生 5 人 死亡 5 人

転入 31人 転出52人

東
西
両
小
学
校
に

プ
ー
ル
建
設
始
ま
る

ー
完
成
は
七
月
十
H

予
定
ー

監
査
委
員

敢く 太とい粋友ああ如1 の美
大‘友拗に 1こで憐るるのはし親よ
のあtけの人すあのかし愛友し、子
もたこ 9l；生るりJ;i,)ら物愉 1,！；。、 し
のたそきに出‘合とi1 にでだ兄
でか‘に友合 ll.} はも的はあが＂9: な
あくわ等絣すにそ考な本ろも
る包れしあらはのえ利能，）っ夫 し
°んわいるあ自愛ら賓的°と婦
でれ゜ 1よる己 1まれかな肉美の言
くを 地°を全る共も親し愛
れ 1リ1 上まぎくが通のやし、t/',
るる のこせ純‘でが夫もは

ー◎に戯と物 1m す,,,を笞と＇中 状年の 1史に（午か発
甜低 ま防茉ををに°殺飲がおお昨で＇↓、防用は笈か物此 正
剤＼．、i~ずぎ保し生なこしん不りを年すな肱さ甜ですの某
のも柴f1 ま符っ先り、1したで完ま起の°か 1これ 11．すこ供生 し
説の Ii策しにかすまか例し全しこ 4} ら 11’ るの°と給，r
叫をでiijょよりるすらもまのたし合 ずうわあしが 9この 哩
古（史きのうる守た゜』足！L! った° tこで 発はけるかで 1,;i女 ／区； く
を用るiL °被りめま述てためま人も ，I. 泌て種しき害，じ 芽K
祉しだ怠 危防にたをし、り，了！たが防 I．被す々｀な虫と ォこ 使
んまけと ：片除‘J•扱る‘っ』も二除 て危ののこし、tJi)込
だし 1ほし を 1’r 次いう状此て粘 I· i'I l 、害で［＇との大除ti の つ
りょ性て 」、茅の此政態針ょ［どの名哭 るが‘·'i'. f}j VJ I iの
閃うのは 然やこ 1’l ： ［名でで痣保ほで J}l /9：1こが 1なな‘じ＇： 被 て

-5―-•T(面―---言―—._-―牢

；しよ、風乱：←羹悶，史［盆名靡呈没t tぎ活~iマ匁；，よ乱身品 晏
°う向をよ剤防用ま絡‘‘が剤ょ良剤しス し°を体 1月
ま風をはうのぎ機しし薬野あ散う灯をまク な特しのに な 東，Jヽ学校ブール建設現場
た上考じにと‘具ょ危剤菜っ布°の吸しや どにな悶朴l
咬かえめ注きまをう害散畑たの マし、ょ手 ぱijiiし、ー（談 く 室円のた約十 9lf設はで 1し会林東れ争匹建小建荒指
ロら茉て邸にた政°の布なり子 ス込う袋 伯仮よのし ‘多諮°が万諸株村‘八社建,Jヽ‘人小設川設 11• 名四
持散剤かし身薬iii tょ計ど畜定 クま°な しのう悪て そ： （更し、負束結円負式内西百に設プそ札プツェ、建菜）J
ち布をらま体剤し し、画が舎地 をな衿と＇ み深 1こいく 所の殺,jヽれで 1t会の小六工工 1 のが 1 で業,Jヽ設者—I'
なしあはしにの薬 よをあや区 1史いし、必 ま泊し 1l.f tこ う ．なはがプ 1£ 工七社荒プ十事業ル結行ル東‘川‘五七
どまぴ ょつ迎剤 う事る牧に）11 よ l1.9fら しやまはさ ど更百 1 ま事百にJl: 1 万詰株は果なの小若建石社 11
疫しな うか船も 注前と 1,t非 し') IOl ず ．t夜し‘い が衣万ルし契六工建ル/'J Ji式尤‘わ並・林設川＾‘

行斑業らやのなもかもお保士．いき ニー◎ 三二 洪の I~ の承のさ協 空のま休fJt
しい改な防・ンこいさるの低願管のまは 1'F 休 < /i: 1こ茉 励 ま虹Jill 本あ設 1if,ig,,t．で1iつ会談·,,: 設ほ設す育設
まに良い除 l とよん保で桑い箱注し‘業む夜洗身染しや（乍行喫し父を 年一匹史疋｀次に長会）l il• とi l· ｰ J!II さし問普点のス‘しうた管すはしの慈ょ早のこ（文し、体がまか業し坪ょ特多 度致 正•四慎つ＾総一 明 株ん 1文 のれ
よ合及がこソもにち箱かいま設，点うめあと飲まやおしらがま If.,iうしく ので 1:{I rn1 -l• ;,tづ木会 II 式と＇村 更るうせ員あとにましがをらづす低でぐにとが酒し衣わょ容済しの°てあ 社可恐金入―/i • l 、村が役 新和 全を内 衣か
°安やりでなもまあ伽｀れ°にす以医で 111 をよ 111iっう沿んょ T・ 中ぴ 会決別i't 2 勺・収て倣 Ilijめ 社設の 室ら全ぬまおりなしやえ確も つが上師気心t'{ 0 をた°のだう洗 祐る 柚さ委 (I. tli l,1 i人‘,i] 11i；で ノ 方す 1こi1 教 （史で
な協しわまくょまつ実茄 し、最がに分でし゜ 1」と 処ら゜し、 発部 祉れ[i'祐fのと•四 Itさ‘ 4: よし育 所す防のたかす股うつけに性 こ後肋みがすみ けき 理残 は 生所 のまの 1i ri'It il! |·ツ．Il t l：度・社 るた施 を゜
；且与；~ ~;魯゜玉了、想： 4.；位臀i翌：も゜悶 含 1 よ 斎； 均 喜＇さ 翡｝ー食貫；．§.点閉ぢ［名f；会 と合塁 靡摩

＾ょ応認．J-ぷふ．と王と勾上ぷ一土—↓-L→;g＿亙二竺色巳竺旦心皇算福疇伽しは
一渡期所人＾ 検わ渡をぴ土 てわめ工‘てよ 泄◎ナJ也屈ね 1f釘iゎ0 を l"ll共快／，•",ひ' • ‘体んが十-I·メブことトリれすし問褐の保瞑討け所目不地こいれ七屯祁多うこ 譲怠＿i； °域設た児休史村たり同 1•II!,ii 祉 ¥泳位な完 H 日 1 1 ろこル l も゜届倫羹訂眉儡嘉七互嬰磨塁儡な手属信ヒ，嬰誌互 渡 111．も 忍 h足り謬！― l『]贔；り肩ff墨協 しよ、ば賢恩序象信，［ ；；竺全よt門漿
保得年短保問得みが分昭急のは°価買ルはっ動年 進を の末•とツ者母会ま会会比t幼両 圭ヒ ういにくれ定工で—|..ーコ造大・

屯：贖墨塁 h t虐靡認尉‘、悉緊図｀び他 Nr -~炉泣讀虞屈屯t麿訳 き央ほ器謬＇汀七t；ラ｛よわり累
地がの渡地年長ょ内税十換とん んさ建地ま売—.I: /B. 9li jfI け頷人＾祉 I：り の緊図 1この ま ヱミ るた買に児°‘工メ l 卜‘‘のプ
をあ土所をを期う容が四即地と どか設のし買地 のイ寸 故 進あツt,i在・俎 組術る 1訊と る でちう水菜こ完 9Ji l トル水二鉄 1
瞑り地得誤こ訊°に誕年要価い んんな造たがや pfrの か をい・祉't児‘ 様な外内：お しがと泳たの成 1文トル‘探十筋 9レ
渡ま等＾渡え渡つ生度の抑う あにど成°目家 ら図迎追＾心it 1ヤ的述 ‘1月り ょーとでちブは四ル°沈は五コ Ii

t t姦魯t品悶 し‘k 品翡緊茎 り昇覧？包竺磨 1尋秒i 忍 ；馨魯魯翡．屈位 腐息関品手 2 t tぎ妥，し貨竺立闊》‘門｛ ; ; 
ま諜所例てと他出を誼土なの和昭 と 金で十 ツ◎を◎い卒も四に少◎上前◎ 昭和45年度収入支出予算 昭和M年度収入収出決算

イアば悶（→t~悶塁岱雰姦倉亨嘉塁げ彗笞 別 這名”””戸可訂斎註 （収入の部） （収入の部）
．の除特 れがで比し得はる得のた行年十 ー ＇占‘進のし老°味るに事他もり 1}りこ＇ 且直」金 額

［言□ ［］］i［胃虐□□
日いし戸 • 昭和 4 5 年度区長決まる―-=1 ti講［応ふ （支出の部） （支出の部）

［言□言〗：］］］月］］□讐昌し来用にねる 1ベ~同く特い （⇒ 中谷 折原 1．郎—i[1 川大大し 1このっ本員 ま尾でを‘か監オっ同ツ‘知
たのはら程年のじそ別方iiり対たる hn 十四のを一_.. I—·— 俣柏柏まな悶て流 す 1とす監村財査ッて窓と四識
ゎバ濶っ税ま鋲のt立を二す掲謀 n譲＾＾八控郎原 川島 銀次 旧 すり節いはき °時°査の政委を‘をな月経 栢
け換いて金で渡他除課者る合税し渡所限＾除川俣 lなり1 幸―|旧 長早松°ま等る水 夫なす経 1こ R 再栢街り三験 本

手；こ醤姜］］扉昇竺阜闊誤字言盃靡閲塁閲t 多i奴 落合 ‘ぷrf; | |l1 靡儡志 ；均存琵ま ；さ令虐隈itを竺てt]斎再三
項ををく限の）り1般るちののな術をッツ税も プ＜直原「I 秀男＇新 定郎三 でいで公る が村村係る村ま郎五た任す 郎
制か1F‘立課誼的い一；良うの他 ツの lii• おてす団 返議のる市のしさ月が期る さすけっ逆法税渡のず割渡こ規の百ツ込ヶ谷 金•-f・桟次郎 1 __LILー 知行がの 任会御事務計たんー屈監
麟討仇盆馨炉嗜虐店胃盆認ム島 1_9 tii )VI 太郎 新 名i:魯 闘 rr 巴；皇°会け．且：嚢任と
め急た救く和合は高にしよに四の分大(1，:1‘I. 11'/i木il．一郎 I 」且ー し、こ水に てかけ竹行の十を会三且

ｷ - -
にと過本どらゆ始，しごルたわ不 はも発けか h ＾死 ーま五梅と乎年

:]]::]] ；□鬱i]胃喜霞贋凡；虞：
’l i f.9 すよ°もかく後ニタ；過 l しさの をる;!i:屈 II さ地びる 正 茫摩塁信玉日 ん
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事
態
に
応
じ
て
行
な
い
、
点
火
数
も
あ
る
い
は
シ
ル
バ
ー
ボ
リ
な
ぃ
手
当
、
特
殊
勤
務
手
当
、
休
日
休

延
長
約
四
百
七
十
ニ
メ
ー
ト
調
節
す
る
よ
う
に
し
ま
す
が
、
こ
を
被
覆
す
る
。
時
間
外
手
当
、
深
夜
勤
務
手
当
等

ル
を
平
均
ニ
ー
三
メ
ー
ト
ル
拡
の
湯
合
次
の
点
を
注
窓
し
ま
し
ょ
◎
ト
ソ
ネ
ル
、
露
地
で
も

n

モ
が
支
給
さ
れ
ま
す

c

幅
し
て
、
幅
員
六
メ
ー
ト
ル
に
う
。
シ
ル
バ
ー
ボ
リ
、
ワ
ラ
な
ど
で
◎
受
験
手
続

す
る
改
良
工
事
で
、
金
子
産
業
◎
古
ク
イ
ヤ
を
使
用
す
る
楊
合
被
覆
す
る
。
市
販
の
履
歴
む
に
よ
り
五
月
十

号
全
線
ほ
ほ
完
成
[
[
口
訂
訊
バ
諄

<
5
い
[
5巳
汀
汀
『
月
只
旦
迂
果
菜
二
昭
和
四
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
⇔
学
歴
五
日
ま
で
に
役
褐
総
務
課
に
申
し

上
マ
1
1
1館
林
地
区
消
防
組
合
が
発
足
し
た
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
込
み
く
だ
さ
い
。

0
4
成
の
見
と
お
し
で
す
。
燃
え
な
い
よ
う
に
砂
を
か
け
な
卜
）
に
は
、
ワ
ラ
ッ
ト
、
新
聞
畔
の
で
、
次
に
よ
り
郷
土
愛
の
精
神
卒
業
の
学
歴
を
有
す
る
者
、
又
は
◎
試
験
の
日
等

"~ 

1
四
十
五
年
度
も
昨
年
に
引
き
統
お
か
け
す
る
こ
と
ど
思
い
ま
す
の
建
設
瞬
が
百
九
十
万
円
で
請
け
二
、
新
里
ー
南
大
島
線
道
路
改
良
が
ら
火
の
勢
い
を
調
節
す
る
。
紙
な
ど
を
被
覆
す
る

c

響
に
燃
え
る
若
人
を
消
防
戯
員
と
し
中
学
校
卒
業
者
で
高
校
卒
と
同
等
申
し
込
み
者
に
は
文
内
を
も
っ

第
き
、
村
内
の
各
所
で
道
粒
改
良
工
で
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
し

h

っ
た
も
の
で
す
。
工
事
◎
ま
き
を
使
用
す
る
局
合
は
、
◎
マ
ル
チ
栽
培
を
し
て
根
張
り
皿
て
募
集
し
ま
す
。
ー
の
実
力
を
有
す
る
者
て
通
知
し
ま
す
。

事
が
予
定
さ
れ
ま
す
が
、
工
事
期
一
現
在
工
事
を
完
成
し
た
力
所
、
三
、
三
区
二
十
七
号
線
道
格
改
良
延
長
約
一
千
百
一
二
十
ニ
メ
ー
ま
き
を
一
カ
所
四
ー
五
本
位
た
を
よ
く
し
、
抵
抗
力
を
強
く
す
碑
◎
受
験
資
格
白
次
の
各
項
に
該
当
し
な
い
者
◎
募
集
人
員
一
一
十
四
人

u
 

間
中
は
交
通
規
則
等
の
ご
不
便
を
一
及
び
、
ほ
ぽ
完
成
し
た
力
所
は
、
工
事
（
大
幸
化
成
蹄
入
口
）
ト
ル
を
ニ
メ
ー
ト
ル
拡
幅
し
て
く
が
、
ワ
ラ
、
ソ
ダ
な
ど
も
た
る
。
疇
日
年
齢
及
び
性
別
け
日
本
の
国
籟
を
有
し
な
い
者
な
お
｀
詳
細
は
役
褐
総
務
課
に

次
の
と
お
り
で
す
延
長
約
百
九
十
四
メ
ー
ト
ル
転
員
六
メ
ー
ト
ル
に
す
る
改
良
き
、
火
勢
の
調
節
維
持
に
注
意
◎
馬
鈴
薯
、
さ
と
い
も
、
と
う
”
昭
和
二
十
二
年
十
二
月
一
＝
日
か

0
禁
治
産
者
及
び
準
禁
治
産
者
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

)
[
●
完
成
し
た
力
所
を
拡
幅
改
良
し
た
も
の
で
、
荒
工
事
で
板
倉
土
建
が
二
百
二
十
す
る
。
も
る
こ
し
な
ど
塊
茎
ま
た
は
生
圃
ら
昭
和
二
十
六
年
十
二
月
一
―
-
+
―
自
身
体
的
条
件
今
月
の
納
税

p

l
-

、
中
谷
ー
梅
原
井
建
設
僻
が
六
十
七
万
円
で
請
九
万
円
で
請
け
負
い
、
工
事
を
◎
実
施
上
の
注
だ
と
し
て
は
、
長
点
が
土
際
に
あ
る
も
の
は
、

9

□r
"ぃ

'
]
口
／
口
]
口
]
]
相
]
/
]
/
/
/
t
]
]
/
]
/
"
@
夜
]
[
]
深
[
注
物
渡
紹
凍
〖
こ

□]
]
]
円
/
~
[
]
[
]
]
／

]
[
P
l

←
f
．
ル
を
ニ
メ
ー
ト
夜
は
運
転
す
る
人
の
目
の
は
た
こ
の
た
ぴ
皆
様
の
使
用
し
て
い
で
あ
る
こ
と
と
、
商
売
の
利
益
と
、

報

'
{
[
E

和
害
か
ら
守
る
た
め
万
全
の
対
策
ら
き
が
弱
く
な
り
、
見
え
る
範
囲
る
計
歪
器
の
定
期
検
査
を
行
な
う
安
全
を
守
る
た
め
に
行
な
う
検
査
ア
十
円
か
ら
百
十
円

ず
い
各
肛
『
バ
Iい
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

1
1

横
断
歩
道
を
I
I

は
せ
は
め
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
夜
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
検
で
す
か
ら
こ
の
機
会
に
必
す
検
査
◎
検
査
年
月
日

シ
ー
人
“
貞
ゃ
J
-
、
果
f
j
l
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
二
時

.
,
J
9
e
へ
＇
．
ル
に
す
る
改
良
．
問
の
横
断
は
運
転
者
に
よ
く
わ
か
一
査
は
、
村
で
は
三
年
に
一
回
商
店
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
で

.

.
 
9

ビ
工
事
で
、
荒
片
け
喘
害
の
お
こ
る
危
険
度
は
る
よ
う
に
、
ハ
ン
カ
チ
を
振
る
と
·
や
貶
家
の
皆
様
が
商
売
や
売
渡
し
こ
の
た
び
法
律
が
改
正
に
な
り

広
虚
下
一
1
＿
一
度
位
で
被
害
は
交
通
事
故
の
ほ
と
ん
ど
が
自
動
―
-
•
＿
二
十
メ
ー
ト
ル
も
歩
け
ば
か
、
横
断
旗
を
持
つ
な
ど
の
エ
夫
に
使
っ
て
い
る
計
益
器
に
つ
い
て
計
盈
器
の
検
査
手
数
料
金
を
納
め
五
月
十
五
日
（
金
）
佐
貫
農
協

5
3
-
~
V
5
―
t
-
ー
-
:
-
l
-
h
~
·
3
-
l
-
-
r
5
-
l

『
5
―
l
-
ぅ-
:
'
-
l
-
―
_
~
g
-
l
5
5
―
t
-
5
5
-
l

『

5
-
l
:
5
~
-
5
-
:
'
-
l
-
5
5
―
~
-
5
5
-
～
ぞ
~
さ
韮
側
の
音
だ
と
考
え
ら
れ
が
ち
横
断
歩
道
が
あ
る
の
に
、
自
動
車
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
な
る
ぺ
く
行
な
う
も
の
で
す
。
．
五
月
十
八
日
（
月
）
商
工
会
館

く
あ
づ
か
っ
て
お
く
こ
と
が
良
い

5
で
す
が
、
歩
く
人
の
ル
ー
ル
迫
反
の
列
の
中
を
乎
気
で
横
断
す
る
人
照
明
の
あ
る
明
る
い
横
断
歩
道
を
計
壼
法
に
基
つ
い
て
行
な
う
こ
五
月
十
九
日
（
火
）
千
江
田
塁
協

福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
方
へ
と
思
い
ま
す
。
～
も
決
し
て
見
の
が
す
こ
と
は
で
き
が
い
ま
す
。
渡
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
の
検
査
は
皆
様
の
計
尻
器
が
正
確
ベ
テ
ラ
ノ
の
ド
ロ
ギ
ウ
に
も
泣
◎
か
な
ら
ず
印
鑑
を
持
参
く
だ
さ

I
I
5
月
中
に
証
書
の
回
収I
I
い̀
]
田
田
胃
゜
―
道
格
を
渡
）
詈
[
[
家
庭
防
犯
に
警
告
[
に

]
h
]
i
J
ロ
ロ□ぃ恥
訳
峠
紅

得
額
が
一
二
十
二
万
円
ま
で
、
扶
殺d

生
断
歩
道
を
渡
り
で
、
敬
遠
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

現
在
眼
下
に
は
、
七
十
淑
以
報
告
す
る
こ
と
で
こ
れ
に
変
店
義
務
者
及
び
配
偶
者
の
所
得
は
、

5

先
ま
し
ょ
う
。
ク
あ
る
ド
ロ
ボ
ウ
の
告
白
ク
っ
て
い
ま
す
し
、
防
犯
ペ
ル
の
恐
ー
，
1
1
1
1
,
1

上
の
お
と
し
よ
り
や
猷
し
身
体
粋
一
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
扶
指
親
族
等
の
数
が
五
人
あ
り
ま

5

虹
◎
必
す
合
図
、
し
さ
は
身
に
し
み
て
感
し
た
と
も
ー
わ
ッ

4マ
｀
か
ら

害
者
あ
る
い
は
夫
が
な
く
な
っ
た
一
四

1四
年
度
の
第
一
二
期
分
は
、
す
と
百
三
十
五
万
七
千
七
百
円
ま

h

園
右
左
を
確
か
行
楽
の
ゾ
ー
ズ
ソ
と
と
も
に
、
◆
ね
ら
わ
れ
や
す
い
家
一
言
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
次
の
よ
う

母
子
家
庭
の
方
な
ど
、
福
祉
年
金
五
月
六
日
よ
り
最
寄
り
の
郵
便
局
で
は
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

5
0

＿
め
て
家
を
あ
け
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
ま
ず
、
ド
ロ
ボ
ウ
が
ど
ん
な
家
な
体
験
も
告
白
し
て
い
ま
す
。
ー
＇
卜
，
9
,

，
9
,
h

醐

を
受
け
て
い
る
人
は
、
約
七
万
人
等
で
支
払
い
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
し
た
。
い
ま
ま
で
所
得
が
多
か
っ
凡
稚
迅
跳
を
横
断
す
。
．
そ
こ
で
家
庭
防
犯
に
つ
い
て
を
ね
ら
う
か
、
つ
ま
り
ど
ん
な
家
昼
問
な
の
に
錠
が
か
か
っ
て
い

お
り
ま
す
。
で
、
忘
れ
ず
に
、
な
る
べ
く
早
く
た
と
い
う
こ
と
で
、
福
祉
年
金
を
[
幼
す
る
と
き
は
、
も
う
二
灰
考
ぇ
て
み
ま
し
よ
う

o

が
「
ね
ら
わ
れ
や
す
い
か
」
を
あ
た
る
す
ら
し
い
家
を
見
つ
け
ヽ
ぃ
夕
闇
に
白
い
花
咲
い
て
葬
の
春

こ
の
人
た
ち
は
、
毎
年
六
月
末
受
け
と
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
た
ち
も
、
凸
央
運
転
者
に
よ
く
昔
か
ら
ド
ロ
ボ
ウ
に
も
三
分
の
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。
つ
も
の
よ
う
に
難
な
く
そ
の
錠
を
林
秀
妊

中

日
日
ま
で
に
所
得
状
況
届
と
国
民
年
福
祉
年
金
の
証
田
は
五
月
中
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
か
も
知

5

は
わ
か
る
よ
う
に
理
、
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま
•
新
聞
が
配
逹
に
な
っ
た
ま
ま
の
破
っ
て
、
さ
て
侵
入
し
ょ
う
と
す
散
り
し
き
し
花
ぴ
ら
舞
わ
し
風
光

〇
金
揺
也
を
役
投
住
民
課
へ
提
出
す
老
人
ク
ラ
プ
の
会
長
さ
ん
に
お
願
れ
ま
せ
ん
。
5

真
手
で
合
図
を
し
す
°
取
り
調
ぺ
に
対
し
、
い
ろ
い
家
、
牛
乳
箱
に
中
味
の
は
い
っ
た
一
る
と
戸
が
あ
か
な
い
。
そ
の
戸
は
る
林
倫
常

1

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
い
し
回
収
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
ま
た
支
給
制
限
で
本
人
の
事
業
～
ば
て
、
自
動
車
が
ろ
の
理
く
つ
を
言
い
だ
す
ド
U
ポ
牛
乳
ピ
ン
が
あ
る
家
二
重
錠
だ
っ
た
の
で
す
。
い
ま
い
渓
谷
の
せ
せ
ら
ぎ
耳
に
遅
桜

月
こ
の
所
得
状
況
届
は
、
事
務
取
な
り
ま
す
か
ら
保
竹
し
て
あ
る
出
所
得
が
あ
り
、
受
け
ら
れ
な
い
人
訓
断
止
ま
っ
て
か
ら
ウ
が
い
ま
す
が
、
そ
の
中
に
は
な
・
天
気
が
よ
い
の
に
廊
下
な
ど
に
一
ま
し
い
と
は
思
い
ま
し
た
が
、
こ
斉
木
光
子

5

扱
準
則
の
改
正
に
よ
り
、
今
年
か
所
は
、
い
ま
か
ら
心
が
け
て
お
き
が
敢
近
多
く
見
ら
れ
ま
す
の
で
、
～
横
渡
る
こ
と
で
す
る
ほ
ど
と
う
な
ず
か
さ
れ
る
も
の
洗
た
＜
物
が
干
し
て
あ
る
家
、
ま
う
ス
キ
が
な
い
じ
ゃ
ー
と
、
あ
き
麦
斉
く
走
る
車
や
風
光
る

ら
扶
澁
義
務
者
が
変
更
に
な
っ
た
ま
し
J
う
。
一
月
か
ら
四
月
一
日
ま
で
に
生
れ
凸
く
付
近
に
横
断
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
た
丙
戸
を
締
め
き
っ
て
い
る
家
ら
め
ま
し
た
。
第
一
、
ス
ク
ー
ト
安
見
あ
っ
子

し

年
か
、
所
得
が
少
な
く
な
り
支
給
さ
ま
た
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
た
人
は
、
七
十
政
に
逹
す
る
年
の
～
正
歩
逍
が
な
い
と
防
犯
と
は
、
い
つ
で
も
ド
ロ
ボ
・
昼
問
、
締
め
た
戸
に
か
け
た
力
か
ら
し
く
じ
っ
て
は
「
エ
ソ
ギ
」
草
餅
や
里
の
風
味
を
送
り
け
り

4
5
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
所
得
が
多
一
人
の
大
部
分
は
、
お
と
し
よ
り
で
前
々
年
中
に
、
四
月
―
―
日
か
ら
十
几
て
こ
ろ
で
は
見
通
ゥ
や
犯
罪
と
の
チ
ェ
く
ら
ぺ
と
い
ギ
の
錠
前
が
外
か
ら
見
え
る
家
ー
が
悪
い
し
ね
ぇ
と
原
口
春
暗

く
な
っ
て
支
給
が
停
止
さ
れ
る
翌
す
か
ら
、
つ
い
忘
れ
た
り
、
お
っ
二
月
生
れ
の
人
は
、
前
年
中
に
事
～
げ
し
の
よ
く
き
く
え
る
わ
け
で
す
が
、
現
在
前
橋
署
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
る
す
で
あ
外
を
明
る
く
す
る
こ
と
と
、
防
咲
く
や
つ
つ
じ
徒
歩
に
も
劣
る
べ

和
前
年
と
支
給
条
件
の
変
更
に
な
っ
＿
く
う
か
っ
た
り
し
が
ち
て
す
。
家
某
所
得
宰
名
義
を
変
更
し
て
お
く
几
戸
褐
所
で
、
車
の
で
取
り
調
ぺ
中
の
ペ
テ
ラ
ノ
（
？
一
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
た
犯
ペ
ル
、
二
直
ヵ
ギ
加
え
て
隣
近
ス
の
脚
田
口
春
栄

昭
た
人
の
み
提
出
し
て
い
た
だ
き
、
一
族
の
方
も
注
窓
し
て
い
た
だ
き
、
よ
う
役
扮
税
務
課
へ
届
け
て
く
だ

5

手
流
れ
が
と
ぎ
れ
）
ド
ロ
ボ
ウ
の
告
白
か
ら
参
考
に
め
、
ね
ら
わ
れ
る
も
の
で
す
。
所
の
防
犯
体
制
…
…
こ
れ
が
ド
ロ
春
眠
や
理
髭
終
る
ま
で
箕
め
ず

外
の
方
は
、
村
長
の
職
権
に
よ
り
支
払
い
を
受
け
ま
し
た
ら
な
る
ぺ
さ
い
。
～
た
時
を
利
用
す
な
る
点
を
紹
介
し
て
み
ま
し
ょ
う
◆
ド
ロ
ボ
ウ
の
泣
き
ど
こ
ろ
ボ
ウ
の
泣
き
ど
こ
ろ
の
よ
う
で
す
北
島
若
水

(2) 

村
道
の
改
良
工
事

消
防
職
員
の
募
集

受
付
期
日
五
月
十
五
日
ま
で

ャ，
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l 設以る ‘ ‘ ‘J:‘飼殺るる経よ 域とも の発か生町発対こと はら税でに未たり条 ま額を心J:樹常常‘常常牙t頭こ出営う がそ太でをり活村展応れは・ 議 町 諜三さ三対成°免例 し五承
~ 

た同 の限万事よあれら設地はの四囲の三 しくど会て十代館尾月気 I}甘ひ ム＞ オ寸 活 特圏税tこで保 改て 圏免悴使臣た四い自は車
ず組な貸る円がぴわ以れ安特臣で十が開以 たよにを東力田林品六運発と エミ 閃こ別臣額改五険こ正改地国の害用害にをらら下税身
ね合お付ツ以承熟せ外て金別業す四拡入 11巳上 °う対設毛市村市町日がをつ 力： n月 楼の措村控正万老のが正方保範者す者身講れ使肢の体
くま‘対し上認をてのいに整構が年大資育 門しけ広町‘‘‘館もはに』 整条骰生除‘円控ほ主さ税税囲がると体じる用ま減障
だた詳象たの＾間‘方た関備逍‘度さ金牛 柘て‘域村大板新林りかな 什ii例条活額低で除かなれ法条が必軽生匹て軽した免宮さはしとと借貸入肥でも係事改こかれの‘ す指県市の泉倉田市あつつ うE 資 1文例閃を所し額はもたの例拡要自計害い自‘はに者
い農いなき受付す育ものす業善れらま借肥 る定当町関町町町役がてて 金‘設採引得たの‘のも改の大と動を者ま動足体つに°政こりは資限る牛施がるお事に実し受存 こを局村係及‘‘所っ行‘ hと の群定披き者が・基所での正一さす車しのし車代幹し、対
事とま‘格度出‘設‘方よ業該施た宍豚 としや四者びり］藪でてこ共 利馬 備上に六郡得すでに部れる等てたた等り不てす
務はしこ者額合肥の今のぴ‘当さ°格お にて自促が邑和塚‘‘うに 子県 安げ対万がか゜｀と改まもでいめがにと自はる
所戻たののがで育拡後み総営すれこ者よ ない治進焚楽村本太去と地 補殷 金まし五こら 条も正しの‘るに‘減し由‘軽
へ業°査み二‘豚充はに合店るたれのぴ りた省協ご町‘町田るい域 給村 融して千れの 文な たに身者身あ免て者従自
お協金に百知おにこ限施用方もは範憩 まだな議つの千‘市五うの 金生 通たは円ま被 のっ °減体が体ら措用が来動

す食 励の水関に根上一土ま賀都・ン iiつ明料交用れ キすそ市つ町結ま もあ“心唱あに査和 紀ちの国 し給通かし交
る＾こす忘防係お大五時ーす地六］毎＿ くもらと通交るこメるのとた村果まこのつのとした行と四こをょ調査こ 肘］ たををつ臣付
とパのるれ団者い堰箇三午が先県ズ年 のかな計通→ん細と内訊のどはでとでてーすてりなは十ん迎う査がと 額年円低業要

塁こg; e g、てよ覧〗見；胄菜；塁曇ら建扁年合塁嚢塁命々し‘悶gが宕互溢 k t冨i ~'ぶ‘i七tをぢ斎羞認と 和 戸””
と千ーに活→が根百のま時年な防前害県を設待るか追し、らなよ細所人し少勢関 際な世‘°るち行謁わ十正わ十 且1 り以す生組基
で五般な躍法集本メ利で三はわ梱 1こでの迎大 h 虐iこ格の通しりうか在口かの調在 的す界一ま大がな在け年九れ月 ‘内る活合き
す百見つ振めま建 l 根千十七れ習し苦 ‘計事学くまにく市二公単査の なと人九た規つわはで‘年まー 毎のた改が‘°人学てりにつ設卜川代分月たがてし水 ‘非昼画項のつし‘分に十表位で特 tfい 1.I 七‘校てれjiりすまです日 1一 年割め苦行農分者いをいて大ル堤田か十市以‘め防え臣こ常r"1 のなたけたたけつ万さです色 義ぅ七〇国な‘た HI °さし°に 度合‘資な業
をにま見て‘臣上外村らーが前関ら のに人．某どめ加°いてい以れもとは を慈•ノ年連調十国の にた第 1よ 1i 予で利金う者用もす学乱地ほ流＾大午日あに束れ演て： 調役口礎 9 のえ へ渠て上な‘そ‘ も味サをが在年勢‘ 半か一国 算計子の長に惹昼°激れ元かー利字後＾り須ーる習 在立を資‘利ら ん計はのか市のい つもス中捉に毎調昭 lII．ら回勢 勾三 の算補融期対
署く十第 昭t等行用のが用い料 振村つな及策亡がかのすん員の有 今け県くにのオ3 国 ら資は活範

E 迂己要層 犀忠名靡；： ；；屑さは且、多利替以りい’〖[i EE ゜屈墨貫 C 召 閲覧塁i汀き知 勢 t吝笠馨り
不め局すの十 税十 で金利し、あ署し、金 k ま用納定す行 hii応めのか負の 勤委選のは 八 都かし°もん？；；； 訊周 tこと農と行明＜ ｀か納五 五 取ilI 用°りのるか受も、の税委°な償害合負り偽方 の員学委‘並ム 道りかいくどめ ら 。を村農な
なだ銀ら期年納第 り‘の ま中こら信 員こわなiliは偽ま又々 公｀管員議び務1ftまもまわはて 査t 目経村い
点さ行‘限分 ＿年 扱煤申 す告との料坦あヽの会れれど依朕‘せはが 務そ理‘会 テ ,< 県せ人まし‘い →ざ 的営文‘
かいま忘は中 期分 つ協しの所と自な話 のらる‘‘が1 病ん病‘員の委設のに火のん口でい人ま の との化農あ°たれ‘告税 申て‘込で得思lil）ど料す 意のこい迅補気°気いが他員架議 牢ほでのは統口す し近の棠り はず七所 分牛 お税は ‘税い払の｀す いIiとろ族伯又公等つ おた会委員審 口 かし流都計の° て代向者
ま税に月街 の口 り務‘ごもまを支竜め を償 9こし、補‘は務に公りくの只‘査補ぉた入迫を移 定化上の
し 務近三税 ま署銀 利こす利払気 きはなろ供休死員かfり まさ委会教るミ〇〖 もがだ府つlil） めにを生

事かいたに詐 が村定十 検ま数た 委・会会◎委委委 委委◎しさ委なて服りし、 ；ヲJ すな十惹割どの て地豊な めこどでりな
でをこ不つ欺こ選か手日太 察tでら 只 長長公且貝員 員只公まれ員つ再のまて 力 n心 °さ分味りす政国よ元宮地そるれのすで都
t言翡iし‘ざ、翌詈屯ば｛ 審 t，悶 森今店鯉閲鈴奈村， 魯長悶t土羹して、喜； tき｀ 新定 含はて屈ご尚g : ；自歴； ; t: ；忍，t[世
すが処‘つはれ大行察察大査 お署 田成 沼害木良沿村理野岩 たるましはまめ し 委； ご解こしの経査考ま査つかにつに‘流つ
る正分検た‘ま津な審審津員 旧I 管 ガーと 忠補好 1原英［I[ 本補 の五すて‘たる 協しとて而済にえざ結い‘なて動日出い
こし＾察よ交し硝つ査査 合理 郎郎弥伯男与雄保竹伯 で月°い審‘こ く 員 ヵてしきに‘よらま果て市る‘し、本もて
とか裁官う通た治た員会清補 せ係 ^^ ＾杏＾惣＾次 :iii. ,9を おーこた充こと 合Iしム、 をいのま‘行るれなをも町わ 1文ての集も
がつ判がなボ°氏と補で治充 をま 上南 大査新次江＾ ＾定 知日のだ会のに ¢く工ミ おた国し甚政統て計まで村けつい人計‘
おたに取刑故 ＾こ充はさ員 ；；で 江大 佐会嬰＾口大 千委 ら付ふくに認な 笈： 願だ勢た本‘計い画とき内できる口し流
もかかりiji‘矢ろ員四ん 凱‘ 黒品 lit 矢一輪津且せでたこ申定つ いき調°的文はまにめるのすりのがま入
などけ扱ホ窃島‘の月 9 、お —- - g - JI・会 委つとしにて し‘査そな化‘す役てだ小°つかいすば
仕うなっ件盗シ当選三 し手 ー た邸のに出不お まみをの役な国°立‘けさか‘ま°か

買日（史きすさ 乾かが 9£ ヮ•いくくり出労げ節そくつまけだたせりろ だ二局遠かたなを検に
いにう‘°ば雨時悪から黄みイなな汚：しでたせでわ‘ゆせ子阿ちくんほ子ま雨 さ l ＾慮りこだ検し察なも

［馴汀：Iiロビ汀‘旦｀｀t□［以田田： §雨季→｀‘コ＼ し0`[9日バ；
出鳴晨冑尉直［濯出｀｀： ; ［知＇、 噂叫！曰じ＄昇紅ぷ悶ゑ i〗 P、合呈丘誌反汀‘は了闊：え互 lo 稟這炉霜盆節題 』lss 篇塁塁：靡゜冒盆□ 馨
う月れ気をえく他梅°・ノこもと•人れし慮れ外といるにうこあをお遊り雨た白る 談田事は 1まて適立合処
。 1こたをひまか子雨 でれの汗のて必なたへ苫あ 季おしのり か友ぴまふこ秋： ＜二務‘か い正ては分
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し
な
し
言

「
あ
な
た
が
若
く
長
生
き
す
る
に

は
」
の
署
者
、
ハ
ウ
ザ
ー
食
の
提

唱
者
と
し
て
知
ら
れ
る
ア
メ
リ
カ

の
ハ
ウ
ザ
ー
博
土
は
「
舷
は
地
ト
―

最
高
の
栄
社
」
と
い
っ
て
い
る
。

録
の
野
菜
に
は
各
種
の
ピ
ク
ミ
ン

、
ミ
ネ
ラ
ル
、
菜
緑
素
、
酢
素
が

ふ
く
ま
れ
、
血
色
を
ま
し
た
り
、

皮
府
を
強
く
し
た
り
、
目
の
つ
か

れ
を
い
や
し
た
り
す
る
の
に
役
立

て
る
。
新
鮮
な
野
菜
を
た
っ
ぷ
り

と
れ
ば
血
蔽
を
ア
ル
カ
リ
性
に
し

脂
肪
ぷ
と
り
を
ふ
せ
ぎ
老
化
現
依

を
ふ
せ
ぎ
ま
す
。
緑
の
季
節
、
大

い
に
野
菜
に
よ
っ
て
他
康
を
守
ろ
＿

う
。 村の人口

ー6月 1 日現在—
世帯数 1816戸

人口総数 8655人
男 4273人

女 4382人

(5月中のうごき）

出生 8人 死亡 5人
転入 24人 転出28人

貸付対象が拡大された

四199戯：l 渭l
五
月
定
例
村
議
会

村
税
条
例
の
一
部
改
正
な
ど

四
議
案
可
決

司



`̀  ̀

(2) 

千合出 8UI t. ,ul33 ，ツ IU IIU ヽ， u ::r::r,::r』 U u u 』 uu

下江焦 72 2,374,360 72 2,37<1, 360 

゜
0 l00 

上江焦 112 2,981 060 112 2,981,060 

゜
0 100 

千i哀井 111 3,607,280 111 3,607,280 

゜
0 JOO 

江口 119 3,790,510 115 3,763,070 4 27,440 99 J 

田 B 93 2,820,450 93 2,820,450 

゜
0 100 

南大島 201 5,825,080 201 5,825,080 

゜
. 0 100 

新里 136 2,679,920 130 2,628,710 6 51,210 98 I 

中谷 70 1,443,060 70 1,443,060 

゜
0 100 

梅原 142 4,479,790 142 4,479,790 

゜
0 100 

川俣 78 1,881,280 78 1,881,280 

゜
0 100 

須賀 71 2,692,620 71 1,692,620 

゜
0 100 

大輪 187 5,Jll,340 180 5 251,280 1 60,060 989 

入ケ谷 26 867,9110 26 867,980 

゜
0 100 

矢品 123 4 171, 220 123 4,171,220 

゜
0 JOO 

大佐打 113 3,090,720 109 3,050,220 

` 
40,500 987 

計 11 34 49,116,580 1713 48,937,370 21 179,210 99 6 

偏巧~ 村（県）民税、固定ft産悦、軽自動単税、保険税の現年度分

一
組
合
別
の
納
税
成
綬
は
次
の
と
一
お
り
で
す
。

日
本
脳
炎
の
発
牛
期
も
近
づ
い
て

農
業
労
働
の
標
準
賃
金
き
ま
る
ま
い
り
ま
す
。
村
で
は
4
後
＇
ハ
カ

月
以
上
の
全
且
を
対
匁
に
一
二
地
区

五
月
二
十
七
日
開
催
の
朋
和
村
自
脱
コ
ソ
バ
イ
ソ
小
型
で
予
防
接
種
を
行
な
い
ま
す
。

業
委
員
会
に
お
い
て
、
昭
和
四
五
千
円
（
運
指
を
除
く
）
実
牝
は
一
回
百
三
十
円
、
二
M

五
年
度
の
夏
期
良
業
労
例
只
金

n

ン
バ
イ
ソ
大
型
目
の
人
は

1
ー
百
五
十
円
で
す
c

か
次
の
と
お
り
き
ま
り
ま
し
た
。
六
千
円
（
運
搬
を
除
く
）
西
小
学
校
二
十
パ
n

一
、
麦
刈
貨
(
+
ァ
ー
ル
当
り
）
二
、
日
屈
人
夫
貨
中
学
校
二
十
九
I
I

大
変
、
小
麦
二
千
九
百
円
六
月
十
日
か
ら
六
月
―
―
一
十
日
の
東
小
学
校
三
十
F
l

バ
4

ソ
ダ
ー
四
千
円
（
ナ
ヮ
期
問
1
1
な
お
、
時
間
は
各
地
区
と
も
午

付
）
一
日
、
千
九
百
円
（
男
女
共
）
後
一
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
で
す

九
形
刈
取
扱
二
千
五
百
円
右
記
以
外
の
期
問
は
今
月
の
納
税

一
日
、
千
五
百
円
（
男
女
八
）

-
=
-
、
田
植
貨
(
+
ァ
ー
ル
当
り
）
六
月
の
納
税
は
、
村
貼
民
税
第

渡
し
姐
一
＿
一
千
円
一
期
、
国
民
他
康
保
険
税
第
一
期

四
、
耕
貨
(
+
ァ
ー
ル
当
り
）
明
和
土
地
改
良
骰
第
一
期
、
利
恨

耕
起
二
千
二
百
円
加
用
水
組
合
伐
第
一
期
、
打
咋
I
i

代
か
き
千
六
百
円
•
I
f
l
料
及
び
水
道
I
t
m
料
で
す
，

ト
ラ
ク
ク
ー
耕
起
千
六
百
円
染
合
納
税
日
は

ト
ラ
ク
タ
ー
代
か
き
千
六
百
円
二
十
六
日
中
央
公
民
陀

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
二
十
九
日
火
湖
嬰
伐
餡

二
十
九
日
中
＾
＂
I
l
l
北
f
が

三
十
日
西
公
民
船

を
受
け
ま
し
よ
う

い
よ
い
よ
六
月
。
さ
ん
さ
ん
と
一
l
-
+
F
l
矢
島
公
民
忙

照
り
つ
け
る
太
閲
の
季
節
に
な
り

農
繁
期
の
防
犯

昭和 45 年 6 月 10 日 広報め．いた＇ 第104号
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し、後のそさ正おのいけすそがて利 営振（土談 動造いがとを なき

昇届認互渭昇認嬰念問関 痰 ；昇悶魯彗蓄塁塁：合菜麿鱈悶挙 ll師l44年1支納税組合別村税徴収成績

叩ii月i~言且貫’;i用閲汀置 I I：靡賛胃」皐言：I : ･ ;‘合：魯謬〗属えt ;‘喜り馬 の 目請魯印さt魯ぢ臥、すい定
じ彗け羹釘円魯魯唸烹芸討精 支 註晶隈贋詮釘各i耳゜唇；
た今投す給適てこ払設ま‘のしを 泉合 業経業の相 活構しすこ業 つ築
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村の人口
—7月 1 日現在—
世帯数 ］813戸

人口総数 8644人

男 4267人
女 4377人

(6月中のうごき）

出生 10人 死亡 7人

転入 23人 転出37人
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多つらは力 防ウと北 も液がよ
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え険らられ·ゎjilI幸んも．h tこいは んは他こて命かるこみさの四と亡故新 明 け‘すおい考有 ま分 日 十いつ委
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な群よくや強識‘今非社てえ ④③ま人中②ずを① 児会‘欠‘な化でな．tょ交ままる的こと’方等でろ来民°えののは
で馬うよ非化の国『l 行会こる ら る 提応す一学応もお内応脅ス iこを日点こつさし＜捜えじたのでともかと‘いた主 方子原種
き梨とう行し向民の防的のこ 出 59 一点校窮のし容詳 お持ををのてれよな会てく近があを逹ら自最ろが主 がど因々ずのす‘の‘上す運止述運と 月運先期 自・資をす 規五 いとき補ーくれうっを和一代現るいに ‘lh も解‘毅 あもの IE)こスる広なとにぺ励←帯動に 末 I::l 11置格かすIJ/l定日夕 てうめう家るばかて持や室の状とわ‘家で甫しこが｀るの一題
ぅ口もくいく努てはとののな ま動役 の等いめる はとてた庭のさ°つかに社だ思なあ庭あ要ゃの戦 としつも
!lJl l の理明 1こめが‘し、強狙り 出九 も学小てるく ま l 毎し、一めのでれこきこに果会といいま 1勺るなく民後 いつとあ
るガで解る存つ社前う化点ま で 選月 の校学くこ正 で 月う家に日はるのたと論まで思迫のりでと、95、さ主日 わけしり
い、ノすとし、少つ会年こと目し 学五 に生校だとし . 第試団一しなほ傾のは議りはいいがやもいはれ主本 れにてま
群は°協社年‘的にと存揉た 管日 か徒児さをい 一みら月はかど向で非す子ーまを民か両っ偕て義にて対‘す
馬→そ力会の活連引で少は° 理ま ぎ＾童い表選 日でんにころ顕 1文は常ると＇家すし主ま親た人いが入 し、す家が
→みしをを犯勁帯続す年‘そ 委で り一 °わ挙 陥すの一れう呼近なによもが°て主しは考のる‘つ まる庭‘

／ー料、9:口... ん：返句屠負：四：］：：審::]]]□I
儡［ ；団塁虐責大〉‘仇t ;9  ; ｝危芸こ塁訂羞レ 9 年tよも：当 午＊ ：知 移農t:悶;. ; :.g 

一也¢iでt〖;[ ; : 9:;~] f [>9i占〗t ；応I: : [ ; I~頁互：り I屋冒[i ; [ t ; ; 
『協会 すは‘‘も味局翌んプ参作卵しはよ講し師館九じ亘 し回利を係 四村印 ょまとを‘その検ま＾‘る視こま脱わも具でで加り巻て‘る習まに林日ん亘＾く借用行貝 役日し、た白提新こを者す

百少協 予察のたくし、招一いのし方き‘嚢も会し招保第ク言教tこりくなが明千 ＾ま移よ館出しで使証が
子ども会育成会 定研後‘ほま待 1こま勉た等の腕繁のはたき健ーラ言育さただし、図和江出火す動 しい会用は‘

に修もにどしをはし強婦をむの期で‘°‘所阿フ・亘委い図さまVJ屈田 叫°図 な事社す‘会
日 7月 30 日 31 日 な会‘んのた受‘たは人勉しケのす実 料の目が言且°書いすの協臣前日 ？：り け梨がる 1文社

つ等造じ出がけ教°楽逹強もチスが習 理川の涎室会 は°か代第t幼 ー 館 れ主かのじが
所明和東小西小 ての花ん来‘‘育し全しのヤク‘並講野事生＇一忘ら出ー み ばにわがめ変

グランド

象小学校 4 年生 ぐり今悶t風9 昌在）店忍↓こ文嬰々 9 教；、＇三三三三二集且覧塵七今」g ; tを在し畠責;‘晨塁t店
~ 6 年生 にお仕のわえ さあでんくし、村う育す三十十十十十合J'•送 1り1 月 手し、被きないがのす険新もな

試合方法 トーナメソト 郷う事花り来 いれ勉な力幾内な委゜圭一一日日九納済‘‘の 絞る保にり‘二記°者規しい

5 回戦（決勝 7 回） 店癸g g・旦；令 ゜閲戸魯誌閲g ,日日 日件塁羞覧tl 月t合悶奇閲閃〖晶げ閃よ：
切 7月 25 日まで 味職運のに婦 ! 軽てあい村及町ド 呈矢西 1 東中はす使年はのて｀証不保）り）三号な交とをに
込部落の野球部長さん をなぴ席泌が力＞ 1 1こみんでづさグ務 冒劫公介祁央 ＾ m 血‘ く必を利険 IHII父にり付さ忘な

又は、子供会会長さん 普塁西りり門望靡？嘉嬰 凪tゾt;‘；止’「り 9 蓋醤閾蓋翁 は翌塁納t午品は竹ぢ嘉点手［i,な；
にお申込み下さい。 か早茶に依る初 ら ごとをすにもプは 亘館 •Iニl!fi l!fi J：期沢 い市以りをなぬ被とて新レ七

◎但し、女子はソフトボール 春な若狛秀か倫咲根脊正老 相ゆグ°，也つを‘ ’ 1 水‘苅秒兌°複 1—ま受がし 1呆そしし毛り
栄水取峰な常く子田義惑， 談うル 進て数こ 三 稲有税 取ぶすけらて険れまくのま

夏休み始まる

放
任
は

1

行
へ
の

テ
ャ
ン
ス

邑
楽
郡
陸
上
競
技
会

明
和
中
総
合
で
第
三
位

期
楊

対

締
申

よ平
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の
こ
と
ば
°
次
づ
い
て
児
蛮
代
表
天
気
。
守
く
塗
ら
れ
た
プ
ー
ル
が
議
会
議
負
、
関
係
団
体
の
役
員
お
一
十
六
万
円
、
宛
名
印
刷
機
購
入
我
が
、
品
入
も
れ
や
ま
ち
が
っ
た
品

の
野
木
村
啓
子
さ
ん
よ
り
「
セ
日
空
浮
ぴ
あ
が
る
中
で
、
早
速
児
蛮
の
よ
び
職
員
、
学
識
経
験
者
な
ど
、
（
一
台
分
）
六
十
万
円
、
農
道
整
入
な
ど
が
な
い
か
を
確
め
、
小
明

の
下
で
お
も
い
き
り
泳
げ
る
な
ん
ヵ
，
ハ
述
が
投
範
水
泳
を
ご
被
ろ
は

1
1広
く
組
紐
さ
れ
ま
す
。
備
市
業
設
計
委
託
料
六
十
万
円
な
の
点
な
ど
に
つ
い
て
は
竹
問
し
て

て
最
邸
に
幸
福
で
す
。
ブ
ー
ル
建
そ
の
あ
と
四
年
生
か
ら
六
年
生
＊
昭
和
四
十
五
年
度
一
般
会
壮
補
ど
で
す
。
諜
在
栗
を
完
全
な
も
の
に
す
る
よ

設
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
関
係
ま
で
が
プ
ー
ル
に
は
い
り
、
キ
ャ

I
E子
笠
（
第
一
号
）
＊
そ
の
他
う
つ
と
め
ま
す
。

者
の
み
な
さ
ん
ほ
ん
と
う
に
あ
り
ー
キ
ャ
ー
お
う
は
し
ゃ
ぎ
。
日
分
一
般
会
＂
の
補
正
f
f
i
は
一
一
百
一
般
腺
貝
、
特
別
職
貝
な
ど
の
第
五
は
、
調
迂
票
に
記
入
さ
れ

孜
宥
旋
成
五
ヵ
年
計
画
の
蚊
後
水
泳
｀
フ
ー
ル
が
、
立
派
に
で
き
あ
が
り
、

と
う
ご
が
ざ
い
ま
し
た
」
と
謝
辞
た
ち
の
プ
ー
ル
が
で
き
て
｀
み
ん
八
十
八
万
四
千
円
追
加
し
て
、
総
旅
収
の
改
正
や
、
小
口
汽
金
融
資
た
事
項
を
調
査
個
票
に
転
記
し
ま

の
建
設
に
あ
た
る
東
、
西
小
学
校
一
七
月
二
十
七
日
沿
成
式
と
プ
ー
ル
開
き
が

が
の
ぺ
ら
れ
、
始
終
祝
代
の
雰
問
な
喜
び
の
色
を
た
だ
よ
わ
せ
て
い
額
―
―
陪
百
九
十
九
万
四
千
円
に
な
条
例
の
一
部
改
正
が
行
な
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
個
票
は
「
光
学
式
読

，
ヽ
’
，
岱
大
に
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

気
の
な
か
で
人
は
盛
会
の
う
ち
に
ま
し
た
っ
り
ま
し
た
し
た
。
収
装
四
」
と
い
う
機
械
に
か
け
隼

終
り
ま
し
た
。
こ
の
フ
ー
ル
の
完
成
に
よ
っ
て
t
な
心
加
は
、
財
所
管
理
費
四
計
す
る
た
め
必
姿
な
も
の
で
す
。

.
9
.

i
i
i
成
式
に
は
、
館

林
教
f
i
が
務
所
長
、

ー
一
ェ
れ
関
係
者
、
村
議
こ
の
あ
と
、
児
蛮
た
ち
が
待
ち
児
窺
た
ち
み
ん
な
が
楽
し
く
女
令
第
六
は
、
調
査
也
類
の
提
出
で

に
持
っ
た
、
プ
ー
ル
聞
き
が
行
な
に
水
泳
が
で
き
、
体
力
向
上
に
一
華
〖
査
の
か
な
め
す
。

会
議
H
、
村
内
各
関

わ
れ
ま
し
た
。
役
買
う
と
と
も
に
、
泳
げ
な
い
児
以
上
の
よ
う
な
手
順
を
経
て
調

，
．
J
係
機
関
、
東
小
学
校
当
日
は
ブ
ー
ル
開
き
に
ふ
さ
わ
窮
た
ち
が
一
人
も
い
な
し
よ

2
」
国
勢
調
査
員
の
仕
事
在
は
全
部
終
了
す
る
わ
け
で
す
が

児
蛮
が
出
甜
し
ま
し

し
く
、
気
溢
一
―
―
十
股
を
こ
え
る
上
な
る
で
L

ょ
う

6

、
調
森
負
個
々
の
努
力
と
各
世
帯

·
～
こ
°
+
H
-
日
に
十
年
に
一
度
行
な
に
あ
る
世
帯
を
回
り
な
が
ら
全
世

の
方
々
の
ご
協
力
が
日
本
人
口
の

ー
：
恥
帽
汀
麟
第
四
回
臨
時
議
会
わ
れ
る
大
規
舟
な
国
勢
鴻
在
が
実
帝
に
調
在
票
と
記
入
例
を
配
布
し
正
確
な
は
あ
く
に
直
接
つ
な
が
る

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
わ
た
し

施
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
調
査
は
全
謁
査
栗
の
記
入
を
依
栢
す
る
と
同

始
ま
り
、
次
づ
い
て
企
画
開
発
課
新
設
な
ど
九
件
議
決
見
卜
約
ハ
千
二
百
余
り
の
調
t
t

l
l

時
に
記
入
力
注
な
ど
を
説
明
し
ま
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
が
こ
の
国
勢

小
松
原
村
長
よ
り
「
を
市
町
村
に
設
け
て
、
各
調
在
い
す
＾
）

1

調
査
を
良
く
理
解
し
、
他
の
国
よ

り
も
す
ぐ
れ
た
結
果
が
得
ら
れ
る

1
:
,
9
9

，
，
水
泳
フ
ー
ル
を
お
う
第
四
J
u
l
臨
時
議
会
は
、
七
月
十
『
需
＇
を
行
な
い
、
企
両
開
発
課
を
に
似
則
と
し
て
一
人
の
調
在
負
が
第
一
―

-
1
1、調
在
槃
や
記
入
例
の

』
口
路
通
法
祁
酒
い
運
転
ぷ

村の人口
一8月 1 日現在ー一
世帯数 1815戸

人口総数 8651人
男 4272人

女 4379人
(7月中のうごき）

出生 11人 死亡 5人
転入 18人 転出17人

待ちに待ったプール開き
噌』｀

ー・-,-. •—.r”` mr-r 
、

こ
れ
で
全
校
。
フ
ー
ル
完
備

ュ｀て
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い
こ
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口
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:
委
現
館
い
の
納
税
組

二
〖
二
[
]
]
[
[
]
[
A
t
]

□1』
]
]
]
ロ
ロ

□こ
4
,
[
a
-
l

g=
hf
~
`
]
『
口

[
U
I
』
[

む
裕
姿
で
乗
車
す
る
な
ど
、
参
加
サ
サ
ラ
踊
り
（
写
i
ー
ー
、

. 

濯
活
運
動
の
一
閑
と
し
て
、
抽
を
行
な
い
、
日
本
一
の
ば
ー
山
し
た
人
述
の
胸
奥
深
<
r
t
め
ら
れ
ー
ど
を
行
な
っ
ヤ
ヽ
ヽ
・
・

信
（
や
く
）
神
ぶ
一

め
第
一
回
少
年
野
球
大
会
庄
f
f

[
`
'
[
l
l訂
＿
は
訪
讀
I
U
I
`

口
目
。
力
り
き
れ
し
に
し
言
鱈
言
[
]
賛
思
」
＂
午
＾
口
田
閲
．
i
-

報
参
加
二
十
ニ
チ
ー
ム
ー
ル
に
よ
る
、
部
治
別
対
抗
、
卜
課
設
硲
条
例
の
一
部
改
j
L
に
ょ
士
山
麓
に
お
い
て
行
な
わ
れ
、
当
-
)
の
日
の
“
士
山
ば
、
．
W
I
n
0
入
ら
な
い
よ
う

r

ー
ナ
メ
ン
ト
五
回
戦
で
行
な
わ
れ
る
＾
蒻
開
発
課
附
設
に
伴
い
、
八
村
か
ら
は
、
大
仏
貫
生
活
学
級
の
雨
も
よ
り
上
天
気
に
忠
ま
れ
、
山
一
斗
合
田
の
夏
祭
り
i
j
l
治
と
の
接
い
中

ニ
叫[

`
`
]
[
T
]
~
]
]
@
]
]

□s
[
]
]

い]
]
]
[
m
[
]
]
]
]
]
#
]
]

ロ
ロ
系
・
ロ
ロ
踊
い
ま
]
]
江
の

I
(
.
~

言
二7
]
ロ
ム
経
]
]
]
]
]
]
疇
こ
i
]
]
[
]
[
]
[
三
ロ
デ
ニ
乞
口
の
煤
｀

□[
栄

の
年
、
は
じ
め
て
俊
肋
南
大
品
チ
ー
ム
同
奈
良
照
江
（
新
（
さ
つ
き
）
を
附
呈
｀
参
加
し
た
ー
ー
—
原
口
在
岱

輝
豆
且
｀
ナ
戌
ル
肋
チ
ー
'
1
な
お
、
新
設
の
介
画
恥
琵
可
←
雲
討
『
い
げ
に
竺
少

A
>

一
日
所
象
切
碑
込
了
や
袷
禍
臥
を
新
麟
若
水
一
秋
立
つ
や
利
板
の
堤
い
風
渡
戸
客

れ
た
も
の
で
、
後
粉
泊
大
品
チ
ー
ム
ニ
階
東
側
の
教
育
委
且
会
森
局
本
の
ノ
ン
ポ
ル
貨
士
山
に
仔
り
‘
-
―

1i
”
‘
ー
合
水
虫
を
栖
ま
せ
竹
田
に
引
っ
ぽ
ら
手
花
火
の
か
細
き
松
政
す
ぐ
消
ゆ

東
部
地
区
を
A

準
優
勝
矢
島
チ
ー
ム
ー
の
隣
り
に
設
散
さ
れ
ま
し
た
。
一
御
庭
、
央
庭
、
五
、
六
＾
n
H
の
＂
＇
·
_
ー
ー

l
ー
期
楊
対
締
試
申
｛
る
吉
田
正
義
一
る
邸
瀬
依
根
子

.
1
,
1
,
9
.
'
,
'
,
'
,
'
,
‘
,
`
‘
.
.
'
,
'

、

_;J_} & 
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圏
投
粟
用
紙
に
は
、
候
補
者
の
氏
在
者
投
栗
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
す
で
に
交
通
遥
児
で
あ
り
、
手
当
世
帯
主
に
対
し
、
助
産
校
と
し
て

名
の
ほ
か
余
分
な
こ
と
を
円
な
い
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
者
は
、
コ
一
千
円
」
を
「
一
万
円
」
に
改
＾
ハ
苓
ナ
節
即
の
荘
巴
題

V

で
く
だ
さ
い
。
せ
っ
か
く
の
投
票
村
議
会
議
員
交
通
追
児
手
当
に
つ
い
て
認
定
請
正
し
て
支
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま

い
言
｀
山
[
[
昭
和

□『
日
村
i
忙
」
い
い

□[
]
5
汀
域
市
町
村
固
振
典
喜
J

9
1

粟
パ
f
t
L
よ
：
。
投
票
口
汀
＂
『
芦
八
)
[
t
e
正
披
保
険
者
か
出
産
し
た
と
き
は
且
鱈
謬
闘
韓

□”
”
5
」

び
行
な
わ
れ
る
村
長
選
挙
に
便
釆
当
該
被
保
険
者
の
屈
す
る
世
帯
の
議
決
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
ヽ
＇

に
よ
る
村
議
会
議
員
の
補
欠
選
挙

投
漂
当
日
や
む
を
得
な
い
用
務

ま
た
は
事
故
の
た
め
村
外
に
旅
行

任
期
満
了
に
と
も
な
う
村
長
選
に
反
映
さ
れ
る
最
も
よ
い
機
会
で
時
ま
で
で
す
。
'
,
．
ー
ま
た
は
滞
在
見
込
み
で
あ
る
者
や
も
行
な
わ
れ
る
予
定
で
す
。
吟
g
ム
ロ
盗
〖
今
i
制
叫
声
戊
い
よ
い
よ
＂
新
涼
の
秋
“
を
迎

挙
は
、
十
月
十
日
告
示
で
始
ま
り
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
与
え
ら
れ
た
圏
か
ら
だ
が
不
自
由
だ
っ
た
り
字
病
気
、
出
産
な
ど
の
た
め
歩
行
が
立
候
補
の
届
出
そ
の
他
選
挙
日
え
ま
し
た
。
朝
夕
は
や
や
し
の
ぎ

十
月
十
七
日
（
土
曜
日
）
に
投
栗
妓
大
の
権
利
と
し
て
、
ま
た
義
務
が
害
け
な
か
っ
た
り
し
て
自
分
で
困
難
な
垢
合
な
ど
は
不
在
者
投
粟
程
は
村
長
選
挙
に
年
じ
て
行
な
わ
自
立
経
営
を
志
向
す
る
や
す
く
な
っ
た
と
は
い
え
ま
だ
残

農
家
に
対
す
る
公
庫
融
資
待
然
卒
に
「
秋
の
月
は
、
限
り

が
行
な
わ
れ
る
予
定
で
す
。
と
し
て
消
い
一
票
を
自
信
と
沢
任
投
票
が
で
き
な
い
方
は
、
代
理
投
し
て
く
だ
さ
い
。
（
た
だ
し
証
明
れ
ま
す
。
岩
は
き
び
し
い
よ
う
で
す
。

[
L
[
]
[
[

t
t
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耐
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□心□
□叫
『
四
直
詞
詞
詞
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『
ロ
J
l
]
[
]
]
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圏
告
示
十
月
十
日
ー
古
河
線
に
直
結
す
る
こ
と
に
な
ま
す
。
こ
の
三
つ
の
中
で
も
特
に
れ
ぞ
れ
運
転
資
金
、
農
菜
近
代
化
秋
が
い
ち
は
ん
い
い
よ
う
で
す
。

ぇ
圏
立
候
補
届
出
期
r
R
j
東
北
縦
貰
自
動
車
道
起
工
っ
て
い
ま
す
。
本
県
分
の
完
成
は
融
き
の
中
心
と
な
る
晟
林
漁
業
金
資
金
も
合
せ
て
融
資
さ
れ
る
こ
と
俳
句
の
季
節
で
も
単
に
月
と
い
え

四
十
七
年
中
で
、
四
十
七
年
に
は
融
公
罪
資
金
こ
れ
は
総
合
施
設
資
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
以
上
個
人
ば
、
秋
の
月
を
指
し
ま
す
。

方
十
月
十
日
午
前
八

□
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村の人口
ー9月 1 日現在—
世帯数 1814戸

人口総数 8651人
男 4270人

女鈷81人

(8月中のうごき）
出生 12人 死亡 8人

転入 15人 転出19人

明
る
い
村
政
に
こ
の
一
票

村
長
選
挙
の
H

程
き
ま
る

投
票
H

は
十
月
十
七
日
予
定

か1



(2) 

総
勢
百
十
名
の
方
が
参
加

村
の
歌
舞
踊
発
表
会
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そ鋲鈴首 旨 線第 す家後のと◎度 ◎二く和五◎す
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場

時

所

該当者

9 月 23 日午前 8 時30分

明和村中学校体育館

昭和25年 4 月 2 日から

昭和26年 4 月 1 日までに

生まれた人
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水
道
事
業
会
計
決
算
な
ど
五
件
可
決

第
六
回
定
例
村
議
会

季
節
の
話
題

十
月
の
食
生
活

戸
人
人
人
人
人
追
加
は
、
受
託
工
事
毀
二
十
四
万
歳
入
総
額
は
一
千
四
十
六
万
円
十
日
ま
で
（
三
ヵ
月
問
）
を
排
気
す
。

4
1
9
円
、
取
水
ボ
ン
プ
設
備
一
式
及
び
で
、
そ
の
大
部
分
が
水
道
使
用
料
ガ
ス
点
検
照
備
強
調
月
間
と
し
て
な
お
、
こ
の
期
間
の
始
ま
る
前

~
-
1
8
1
8
6
7
竺
g
り
亡
出
配
水
管
除
却
損
四
十
八
万
円
で
子
で
九
百
七
十
三
万
円
と
九
十
一
＝
％
そ
の
点
検
整
備
を
実
施
中
で
す
。
一
ニ
カ
月
目
以
内
に
排
気
ガ
ス
に
つ

人
現
算
総
額
は
一
千
五
十
八
万
円
に
な
を
占
め
て
い
ま
す
。
最
寄
り
の
整
備
工
均
で
点
検
整
い
て
保
安
基
準
に
適
合
す
る
こ
と

在
i
)
死
転

日
の
り
ま
し
た
。
資
金
は
給
水
収
益
の
歳
出
総
額
は
六
百
六
十
七
万
円
備
を
う
け
て
下
さ
い
（
測
定
料
五
確
認
さ
れ
た
車
に
つ
い
て
は
、
点

の
月
中
人
人
増
収
見
込
と
受
詑
ホ
業
収
益
埒
加
で
、
そ
の
主
な
も
の
は
有
形
固
定

0
0
円
）
検
整
備
を
省
略
し
て
も
よ
い
こ
と

1
0
"
5
(
1
5
3
6

雑
収
益
で
補
て
ん
し
ま
す
。
資
産
減
価
偵
却
我
二
百
二
十
一
万
合
格
車
に
は
ス
テ
ッ
カ
ー
が
交
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

，
残
身
も
終
わ
っ
て
、
か
ら
だ
の

村
一
口
男
女
生
入
圏
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定
円
、
原
水
及
び
浄
水
骰
九
十
万
円
付
さ
れ
、
今
後
街
頭
で
排
気
ガ
ス
又
、
今
後
も
継
続
し
て
使
用
す

世
人
調
子
も
す
っ
か
り
よ
く
な
り
、
食

欲
が
も
り
も
り
出
て
く
る
こ
の
ご

出
転
け
議
会
第
六
阿
定
例
会
が
九
月
た
議
案
は
、
昭
和
四
十
四
年
度
水
更
は
、
中
谷
の
一
部
を
南
大
品
に
四
十
四
年
度
水
道
事
業
会
計
は
企
業
債
利
息
百
五
十
二
万
円
と
な
の
検
在
が
行
な
わ
れ
ま
す
が
、
そ
る
自
動
車
に
つ
い
て
は
定
期
的
（

二
十
一
日
に
招
兜
さ
れ
、
ム
＝
1
1
1
-
道
事
業
会
計
決
立
認
定
な
ど
五
議
、
新
里
の
一
部
を
南
大
品
に
、
南
中
谷
簡
易
水
近
の
加
入
に
伴
な
い
っ
て
い
ま
す
。
の
と
き
は
、
こ
の
ス
テ
y
カ
ー
の
六
ヵ
月
毎
）
に
点
検
整
備
を
す
る

ー
ー
ろ
で
す
。
．

日
を
も
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。
案
に
つ
い
て
審
議
が
行
な
わ
れ
原
大
品
の
一
部
を
新
里
に
南
大
島
の
使
用
水
盈
増
加
と
人
件
敗
の
僅
少
坪
笠
気
ガ
ス
占
学
快
は
っ
て
た
い
車
が
対
公
と
な
り
ま
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
く
だ
も
の
類
が
追
宮
に
出
回
り

号
日
場
課
係
所
一
~
＇
こ
の

L
rい
長
か
f
提
出
さ
れ
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
一
部
を
新
里
、
田
品
、
江
黒
に
編
が
予
期
以
上
の
成
果
を
あ
げ
ま
し
始
め
ま
し
た
。
リ
ソ
ゴ
、
ナ
シ
、

0
所
几
又
理
刷
滋
案
の
内
容
は
入
南
大
島
の
小
字
名
は
全
部
廃
止
た
の
と
、
こ
れ
と
し
た
事
業
が
な
救
品
備
除
i
調
日
品
閲
「
生
産
華
〖
眩
年
の
結
果
ま
と
ま
る
ク
リ
、
プ
ド
ウ
、
カ
キ
な
ど
、
ミ

，
加
，
イ
務
岬
呻
ー
l
.
,
'

、
次
の
と
お
り
で
さ
れ
ま
し
た
。
贔
い
ば
闘
汀

5
昭
和
四
十
五
年
八
月
一
日
か
ら
カ
ン
も
そ
ろ
そ
ろ
店
頭
に
並
び
ま

〇
坪
行
村
総
庶
小
一
-
.
.
L
5

奴
育
委
員
会
委
圏
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
七
十
八
万
円
の
黒
字
決
箕
と
な
り
自
動
車
の
一
店
化
炭
素
の
排
出
n
m
目
標
面
稽
を
上
回
る
一
―
三
％
の
減
反
し
ょ
う
。

且
の
選
任
四
十
五
年
度
水
追
事
業
会
計
の
健
全
な
財
政
運
営
と
い
え
ま
す
°
が
五
•
五
．
ハ
ー
セ
ソ
ト
以
上
の
車
野
菜
類
も
、
サ
ト
イ
モ
、
サ
ッ

1
5発
和
5

疇
一‘
L
七
ぃ
ヽ
い
，
ー
は
走
れ
な
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れ日 l 庭九日成

癸パ滋夏三討脅 成
心シ占二¢ばは認古焚胃 人 酒 の み 運転
---喜］喜□記汀矢野

言丘賢，澪島球
只窄摩悶魯彗チ大

三］［羞：ひ会菱ら□□□：：／口］
三］5 』 1:]□喜言ml~誓□言爪言l?—ら二が死昭亡思し を七の大記らよしい子おれで を◎
今番六し％‘亡和者いて→ 匡〗 過月久こへ念のりなますな宅‘は敬 た飲飲さレーしと転 0 てた 0 注再の 0 ．をと←ろ 1 の更高十かと昭者四 1ままは力＇ 自 ぎ生保とん品祝のおしるどを総村老 方寸 ち酒酒い 1 時‘き中運あち老慈確遊ましきなんル人
のくオもふ和の十年すすン ガたれ庭し 9こない方‘たとを訪数長の ま運運°キ停徐はに転げは人を認びたてはど‘をた

そのーパイが見のハメッ
／秋の全国交通安全運動＼
\10 月 6 日から 10 月 15 日／

ょ‘ま勘え四ーニ々‘でー とできの宮と’品に九°とあれ五‘日 ｝ミ せ転転 で車行十こ者ま‘や与し喝こや‘のこ実ち
うガできて十六年ふ→ 1この 、上． こすん蚊ばがやは十 もげ‘十助の ら んにを 守すや分どのしみ身えこやのり愛危ど行は
にンの盛お三％中えガごぉ 疋 ン ろかさ高れ特村‘オ にて敬四役九 °よ追 つるjおそもみょん体まど ‘1幾まの険もす‘
考対方りり年でにてソ存そ 期 の °らん齢まに長県以 慰‘老名と月 荷欠 亡T 次る放 てな合のやなうなのしも通会しひなのる正
え策ののまにあおお←知ろ ま協で者し贈さ知上 柑l 長年の二十 r司 の悲し あどに行老さ°で不ょに学にょと行→こし

；皇喜四竺芸芸塁と良集戸嬰凸認」 魯忍睾は農看老齢麿胄；丘逮麟因i 5O 森集‘冒謬麟菱
g詈悶］．互昇悶含虐均『そ団尉釘清賃なも心哀虚喜幻］の者喜麿 ；こ 9 註墨国賛尉ば品琶げ
遣 と治ご表治こな陣ま ガ 検気°迎くで年の太iI 最そい辿た元し、 日 訪了可―◎ しし
ガし一い服ろとのの力康す ーまえ九す十方郎口高しうくだ気者 ァ す故無無とみ で人ま酒 0 底申酒お〇しなを 0 ま‘
ンて人わすでい病よとと。 ン 診 ばだる十か二はさの齢てこな耳さを l— 問 。な謀謀にんこくにすを家しし飲互事ょい飲運しみ
勾百叉な合iさi：て，：ビ嘉こ を 実茎｝さ毘だ］麿令高者‘とつがでし どななななれだはが出庭まあみい業うとん転よん

あ；[ : ：：；篇:方: unあ立靡；／迎早：／あ：］：：］／あめあ：：者：
：新相；：ロロ］: ：言：：／，：

翁牛；且羹＜篇 t: 句!! f息息と；；翌会：虚且ぢ均:t忍こ舟届忍盆ぎ唇予E 塁直魯i 三 ニニ第各g扁十 年ナ£ [ →当千1l/]役
の ぎ も し ソ うおいい‘つ長おい‘三テりあ話のでい‘暇は‘親会うしは圭，，十 99 十十合水車‘月 今ヽ におど無 □ 江和Ji}
無 り 眠 悲 ポ に寄御まいてのりとい名スまっしグすーこを内畑睦只なみー＝ 日 九八納道税国の お‘し料は Ill 災 lilJ
き す り 報 こ 令 申せ支すま間新ま云ず参卜すて合ル°マれみ職仕が数名やひ言 日日税使第民納 月 返iiijこ～一、此協
故独市に しく援°大も井しわれ加 9こ°行い l マもつに事目はがすば亘 日用二健税 し 1," 利を係協第
郷 り い 受 忘 てだと是空な道たれもしもここ‘プーしけとや的十ついり冒矢西斗東中は料期康は 切） B <借 m 行J-\ — 
の 句 よ 話 ら か いさ御非にい子°て平まこのう又を さたて\tぉで六けと会亘品公合部央 で‘保‘ 育だりくなが

林虐林霊西惜嘉しよ‘悶門覧tII ~·11 I し‘閾‘；；］髯口［ よ空kg嬰も靡應 盆姜‘：と農t省~i;I 翁闘儡塁蓋 ―t復悶且 斜り 責ぎ詞亙； I-｢ ],1 ;I,j li,; 
倫い 子 耽 に 夕あ竿 たと‘らこばはこりがば壮気合心の欲れなに家一の変冒館 王館館 使第民 秒iき°芭し、すの—I--Iーブ L常け秀か若る正稲春リつの ら 。‘御なうり‘び十‘り年ごいゆ多張もか‘事般まで明圭 寺 用三税 は°かit - l1.’rIl 、9f

峰な水夜義架栄佐子先 こ釈ると会→あ代結会者ん励くいっしかあの教しこる旨 料期第 忘ら出iL'f
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明和村役場

編集総務課

庶務管理係

印刷所小林印刷所

村の人口
ー11月 1 日現在＿

世帯数 1820戸

人口総数 8691人

男 4299人
女 4392人

(10月中のうごき）
出生 7人 死亡 4人
転入 25人 転出16人

m i傾罪l

季
節
の
話
題

年ず要上こ人理老年に可人学な早
令 ‘1文のの問的哀をか分が者いく
をい暦開二の‘ととかの老 I1 °老五ょ
若つ年きつ乎生はるつも年い←化を

叫罰叫冑｀己めいわ
る的れ°以在°生 →ホ不の医はど

胃虐［き言言：：／: i宣言言夏ま頁のをかどりたとて年 小 あし和しきに 1廿1 私わ‘村車かてこ 防
ごおいうまい決あの基 てのて‘住題 1文け大追迅らきと 火

：ば：：t直［ £寇息悶 し、悶輝畠蓋も丘羞鱈；；］： 秋巴
予t届をt'~塁彗誠 さggば嵩；店‘i翌五魯記゜．芝 の人
いまり旧 い邁を‘立 司 未発伐け上とこ°かは 9こ まー I 十全：
t~名は 森そ窟よし つ魯息喜き吝るなロ・嬰昇てび一国の
ま‘こし第てしに本 を n 興四頭んのて計い→干:.月す再支てで行刃 1匂村 画歴の域にでlf［し、画基秋六ゃー火注
匹穿¥Y叩？や在―L荀芸応苓ず.. マ―-..n..-gぺi活曝ね迎tこの干災烹
ませがはとまか総れ公総翌て者足柑l 特現 れあ日tilりとえこ行火六ずし‘総なすら合にih 合をおがし疫に在 農←ぷ的事‘りるのな災日予ら

苫’"”"9蓄履汀賢薙璽昌層蕊塁旦屋喜璽乞巳且哀躁 P!}z二．; し‘；翌習仁名；店悶゜兵魔；品虐恩 資制 ；れ息まを塁唇羞 盆日
文 益出翡盆； g怠塁塁 名嘉且笹合も 金 度 五と；昇§嬰 ;; 職目に対して訓示を行ない協力を求める小松原村長

と

うこ五分内五こ合法貸にななのは ど育実顕和すがにあめ宵互任ををの 五 四三ニーた徹斉

/::.gよ息手え晶芯ぷ品合は唸ぽ給念悶誌 の 青計醤tを賢：奇と：i合年に者を裂う閂 っ；； ，J；醤 □ 困¢ぜこ：゜を柔
塁金でなが借匠内で度千度融まを欲を的 ァ・ のい係にあ五‘しいうき的団横立た年 9、手年 ・・ 炎訓火所館房の 9£ が 1よの
地のはつ‘り期できを万額賓すもと拡若 一 日う者県わ年こま参ぞずで体のしにがイでは と す 1J1.練対等‘器防こ公 か五
ま対‘て据入問‘‘越円が条°っ能大い 程こが下せ度のす加青く開グ述あしこ＊あ‘ し、 を 制の象多ホ具止のの る項

iiざど屈[; §馘孟：悶竺 ：ざ乞全梨 ：五歪豆鼻：゜: EE';• 『i: : : [;、乞◎加 き ［塁モ； ：を笠苫 瓦呈
gぶt t問耳辛毘ば恥‘ ぶた註 を 2 ；季？れ図~ i委ぢこo gょと舟ぢ含で、序〗開［ ［盈贋は ：袋 ぽ令
改との四年°年二れる円は対必営経 定tるそ‘年‘ うさどのをい‘と決ま日群 29 カ‘青 1l'1入店い寝 まそ
良いが分五以十る場‘‘象要と営 につの名の昭おんい，，窃‘お責慈す本馬日れ 火す‘方た しの

だ公業所＜貸あ つもれ足も対塁施臣造 早き四にてあい ま 0 0 0 5で召： • 少 でをしにまかとか災て
さ庫経 ‘1文付げ以て合運が運象業設舎成 速に円対目た羽十 あ す十け十年は十し十九つ 太ま 年 す炭て対せかをらのも火火
ぃ oo 済煤‘もま上おせ転生転に用‘‘‘ 群達とし標た根月 と三い二斯げーく時時て °づいしんわ知のお‘災災°束課協もあし個りて資じ査な貨乳畜昆 馬しーニ額か共ー り 、時 時彩ま時 1l 1 三し、 田す の 火けるて°らつ火そ十予シ
支お‘よりた人ま融金る金り物牛舎地 県まー十二し、同日 が • I I ーす 1 歌十十ま 市．'I 災るののこずて災ろ分防 l
店よ県りまが代す査‘垢なま自‘‘‘ 共し六五十こ• 9｝か笏ミ た十十つ十と一分t民 のので注れ‘し、シし知迎ズ

五i貰盃忍王［゜｛畏［ # ｝笙匠息盃 詈t: ]く名忍匿宅全 し、 と g・吝 品 ：品： ：塁 畠 e ：り名［雙モよ／ : i笠孟い漁県改‘にい こ代‘種のも等の等 会のソ三千よ仔つ羽？ が千昼苦？fのん 調ばか、ノち災そとしるまえ
合業庁良く対て と化そ目ほ貸の塁の を募卜百八りさたオ艮 : 昭分食行少つな ぺこ‘ネのがれいてほら
せ金の普わす中 に安れにか付購業取 通金の四百まま‘出こ : 和 ‘斉年と．で てのそリ‘絶にうこどな
＜融塁及しるし な金ぞ不にの入用得 じは多十円しの赤ノ、 二行休少をい楽 み火れ化火えもこれ火＜

えた通 しつ中ど名交 以んま又ご生すい にくに施て 同 あ のお協に 0 まを火 切火いくツでば火の火 る増す十
でだ安村たたにきで通秋交 てをしこ協のが募こなの配設県 はこ夜り会はなこ十歓少 し怠災と°事てかーき‘災失災火こえ°九おき全で°もたの‘安の通 厚始たの力た社金のり人分‘内 募£ 無ぞはま等‘おと四の年 よらをに にも‘杯るわは敗は災とてま年
り‘施は のめつあ全全安 くめ区運をめ会ま運ま達さ市四 丘： 料つ前すの日‘ば時つ団 うな起か そ‘風ののず初が何のも来た以
まご設‘ をてりるに国 お多長動お‘福で動すのれ町十 でて夜°中本歌JI三ど体 °いさく なそ呂水でか期火と事少て‘来

t竪［ : 信：、ぞ全累萎： 用； ; ;: • :汎；゜も？旦云 憂 t序苔巴窺［亨嬰雰し： 歪よ： : i : ;: ；乞受〗塁乞：！さ
報使感寄‘を方ほ全 げ々民仕たぞ設て末役ま福の だ画月をエムお者 十‘を くた入準く消できもすりが暖し
いわ激付ー空がし期名 まに生いし絶入行た立れ祉社 さ中二予 1 の わ に 分火起 こめ浴備てすあく初とま原房め
たせし さ杯か‘い問寄 す紙委たま大所わす つな協会 い一十定・ンつ か よ 注のさ とて後しもこるし期おせ因器て

らで、支 さは含届命虐付 ゜点り； t怠冠さ公 ; ；塁喜 ; 合~;名 ぢ 虔 ぞ，想在 兵さ；： ：＇くぷ店手嬰り、令名な；‘
は友ルやスれるきさ親にを そどや郵な礼よれとる掛な出お はがその日ツにそつ日な冬四 足るのはえ
が人とデ 1 をよでつしー合ごううし政くなうなで年けりさ年上 ぉ天つう気本力強ろて和くと日八のの日秋の十
き‘変ババ活う：にい度わくでやて省ならかいすに声まれ玉旬 気づな圧付方く大こが‘いの日冷がざの月一
は知り I I 版な：もかく・せ親すらいはっ‘°のけーとすまつこ・ 年がきる配近而な陸い続天つ→はえ早し気で月
楽己あトマで使と行ららてし°こる年てもも 1文れ度いとすきろ 玉悪まとfl1ででり方のき候て立→をくは配すは

t、、:i : ↓贋 11 ゞばえぶ¥‘欠 合合品t、 2k ｧ t犀しつ匹ふ菜：贋 っ入〗李磨はほ二麿需手迄；を妾翌だりは；緊
もをせイツ枚も人し、正紙問に 虚ろ出いつれし ‘1tよ礼年四国は き り‘洋は高気方店で°まだま←まてりいだら
のこんレトもののか月を柄‘ 礼をしこくがたーはに廃こ 1文のが ま日側じ東圧‘気す行っそで°す‘‘の辺冬
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双い 1 シばこあがい‘年顔 さ‘ふがて虚したこくうに売で で天°型し.,.第ろもなはす月 手れ中子替
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を申るのこのがしながとるの近をま見活ャ持に さ ぁ
送せ°よとにな即ていう‘こ現たのしこしたが 1 次よ仕 りの十
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村の人口

ー12月 1 日現在ー一
世帯数 1818戸
人口総数 8692人

男 4299人

女 “93人
(ll月中のうごき）

出生 17人 死亡11人
転入 16人 転出21人
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年
末
年
始
県
民
総
ぐ
る
み

交
通
安
全
運
動
＼
十
二
月
二
十
一
日

／
一
月
二
十
日

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
始
ま
る

た
と
え
わ
ず
か
で
も

メy
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発行所

明和村役場

縦総務課

庶務管理係

印刷所小林印刷所

村の人口

-1 月 1 日現在ー一

世帯数 1828戸

人口総数 8723人
男 4322人

女 4401人

(1 2月中のうごき）
出生 8人 死亡 6人
転入 56人 転出27人

第
八
回
定
例
村
議
会

四
十
四
年
疫
決
算
認
定

ほ
か
五
件
原
案
通
り
可
決

え強年色問そ明的進想めのりきが年も
るくこ々疎のにな歩像ま世に毎年で新新
だとその外ひ人成ともぐでも日はあたしよ
るりは問のず々長共つるあ多‘ありない
うあこ題傾みはをにかしるくなけまこ年し
°げのか向は陶と日なく°‘すてすのを
らよ起と‘酔げ本し、社 休ぺもよ朝迎な
れぅっ‘心す‘の°会 むき変う‘え
るなてこのる物経科は ここら念今たし
門精いれ断°質済学変 ととぬす年゜
出神るに屈だ的は技貌 なのこるも身言
と面°ょ‘がな照術し きあと°ょも
いが今る人‘文異のて 人ま多だし、心

の ざいをこいまをつゅー 0• 

昴：象鶯哀仁巌忍含羞孟 1 、·『ゞ,:
をに得とい昔力限まろに
迎輝ま新でさをりしうお
えかせたきまたなたとき
るしんなま方まいがしまド
1こし、°るすとわご‘てし
あー 決ことり支い‘て
た九 慈ともま援つ年大
り七 をは 1こしとも代き
村一 感‘新て温皆のく
民年 ぜ深春‘かさ祁う

工土度 あたが成→ な
架地は明っ政‘長国本い
等利‘和た府経な民年事
産用基村とと済しのは実
業計幹に思し成←福政で
の画村おいて長と祉府あ
開の逍きまは一申な 1こり
発推のます大筋しくおま
と進整し°きにてしきす
振‘備て な進居てま゜
興供改も 転んり経し
と業良本 換でま済て
三商‘年 できすのも

い祈皆おい 居のづっ
さりさ願ご本り建くて
ついまい支年ま設り居
とたの申援もすは‘り
いしごしとま°こ真ま
たま健あ理た れにす
しし勝げ解昨 か明゜
まてとるあ年 らるほ
す新ごとる同 だいん
°年多とご炭 と豊と
の幸も協 倍かう
ごをに力温 じなの
あお‘をか て村村
一·」•一』エ勺
ま計ーて 麻お 6000 

国しが 0 歳決とり特柴与
民た十・出算なで別
他゜一六は規りす会
康 ．％国模まがiI• 別
保四‘民はし‘の
険 ％ま健前tこし、決会
は のた康年°ず算 41)00•-

‘ 伸有保度 れは吾国 び線険に も別口t
庫 と放会比黒表
支 な送計較字の
出 り会がし 決と

で被ー・ 負険帯占つ金
‘保世三歳担老当めぎが 2000+­
保険帯％出に一りて 1こ歳
険者当をはな人一し、保入

税ーり占‘つり万ま険総 1000→一
負人三め保て当六す税額
担当万て険いり四°かの
にり二医給ま四 0 保三五
対八八療付す一六険七〇盈°
し三八給投°五円税・・
て二六付が 二 ‘1ま七八
ニニ円戌八 円被一％％
倍円‘は八 の保世を‘

特別会計決算状況（単位万円）

合計別 1 区分決算―—
改入 5 7 5 6 

国民健原保険欣 出 5 Q 3 3 

差引差額 7 2 3 

有線放送： tlj汀：
差引差額 2 2 8 

の
給
付
と
な
っ
て
い
ま
す
。

有
線
放
送
会
計
は
、
歳
入
は
千

三
百
四
十
三
万
円
で
使
用
料
及
び

手
数
料
が
歳
入
総
額
の
七
ニ
・
三

％
を
占
め
て
い
ま
す
。
歳
出
は
千

百
十
五
万
円
で
こ
れ
と
い
っ
た
エ

事
も
な
く
一
般
維
持
補
修
伐
と
な

っ
て
い
ま
す
。

節
度
あ
る
飲
酒

で
予
荘
総
額
は
二
億
一
一
千
九
百
八
額
六
百
九
十
万
円
で
前
年
度
支
出
一
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
山
戟
し
、
こ
れ
等
と
合
わ
せ
て
．
村
皆
さ
ま
も
ご
存
じ
の
と
お
り
村

十
二
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
総
額
に
比
べ
二
三
・
五
％
の
伸
び
’
村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
に
お
い
て
は
道
路
網
の
整
備
改
善
と
議
会
は
、
車
の
両
輪
の
ご
と
く

主
な
追
加
は
、
休
耕
地
管
理
集
と
な
り
ま
し
た

0
-
l
i
、
希
望
に
油
ち
た
新
年
を
お
元
幼
稚
園
の
問
題
、
農
業
振
興
対
策
お
互
に
協
力
し
あ
っ
て
村
の
行
政

団
転
作
推
進
補
助
金
四
十
万
円
、
主
な
事
業
お
よ
び
経
数
は
、
西
気
で
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
の
推
進
指
導
、
社
会
福
祉
の
増
進
の
運
営
を
推
進
し
、
こ
れ
ら
の
大

麦
生
産
対
策
事
業
補
助
金
六
百
十
小
屋
内
運
動
掲
建
築
工
事
費
千
四
喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
。
新
し
い
年
等
幾
多
の
諸
問
題
が
山
租
さ
れ
て
き
な
問
題
に
対
処
し
て
明
る
い
村

八
万
円
、
集
団
的
生
産
組
織
整
備
百
五
十
万
円
、
村
道
改
良
工
事
授
血
を
迎
え
議
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
お
り
ま
す
が
こ
れ
ら
に
対
し
前
向
造
り
な
ら
び
に
地
域
開
発
の
促
進

事
業
補
助
金
十
五
万
円
、
伐
道
舗
千
百
―
―
一
万
円
、
村
道
改
良
工
事
に
て
一
言
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
き
の
姿
勢
で
対
処
し
て
、
村
発
展
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
ご
ざ
い

装
事
業
伐
二
百
二
十
七
万
円
な
ど
伴
う
用
地
買
収
代
金
四
百
六
十
ニ
ー
申
し
あ
げ
ま
す
。
の
た
め
に
微
力
を
つ
く
す
箕
悟
で
ま
す
。
以
上
の
よ
う
な
こ
と
を
理

__ 

[
]
-
]
叩
疇
『
[
[
閏
ぃ
昌
瓢
]
]
]
三
]
]
麟
疇
＝
“
》
新
年
い
t
t
,
い
篠
原
弥
市

ラ
ッ
ク
購
入
代
（
六
台
）
百
六
十

六
万
円
、
稲
作
病
害
虫
請
負
防
除
1
1
先
づ
今
年
は
、
社
会
情
勢
の
変
ご
ざ
い
ま
す
。
解
く
だ
さ
い
ま
し
て
よ
り
一
丹
の

部
改
正
三
件
、
群
馬
限
町
村
非
常
◆
群
馬
県
町
村
非
常
勤
聡
且
公
そ
れ
ぞ
れ
幼
稚
園
に
昇
格
す
る
こ
う
に
地
方
交
付
税
が
四
＿
•
五
％

月
日
日
彗
且
彗
i
g
戸
：
｀
い
い
l
i
n
i
E
子

n
]
”

ぃ
：
且
口
丘
補
汀
且
5
1
1
[「5ぃ
月
日
L
i
m
ば
事
[
9伍
昇
且

5
[
I
C

日
日
月

い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
昧
且
の
う
ち
法
律
に
よ
る
公
務
上
追
加
領
二
千
七
百
八
十
三
万
円
税
の
占
め
る
比
率
が
増
大
し
て
お
百
四
十
二
万
の
黒
字
と
な
り
ま
し
ま
す
。
都
市
開
発
区
域
の
指
定
、
要
視
さ
れ
る
大
き
な
問
題
で
あ
り

し
た
。
議
案
の
内
客
は
次
の
と
お
り
、
今
年
度
も
前
年
度
に
比
ぺ
て
．
｝

0
1
1
1

広
域
市
町
村
圏
の
指
定
等
に
よ
り
ま
す
が
似
頂
に
検
討
を
し
事
故
の
は
な
は
だ
簡
単
で
ご
ざ
い
ま
す
が

り
で
す
。
四
十
四
年
度
決
算
二
八
・
八
％
と
伸
び
て
、
村
税
二
t
歳
入
歳
出
の
状
況
は
次
の
グ
ラ
ー
市
街
化
等
の
線
引
の
問
題
、
広
域
絶
滅
を
図
る
よ
う
努
力
い
た
し
た
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

♦

朋
和
村
国
民
健
康
保
険
税
条
五
・
九
％
の
伸
ぴ
を
上
廻
っ
て
ぉ
行
政
の
問
題
等
の
大
き
な
問
座
が
い
と
存
じ
ま
す
。
す
。

フ
の
と
お
り
で
す
。

例
の
一
部
改
正
り
ま
す
。
1
=
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＿
＿
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叫
g

-
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9
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9
-
=
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災
害
に
よ
り
生
活
か
著
し
く
困
各
会
計
と
も
健
全
財
政
当
初
予
算
額
＿
億
六
千
―
―
―
百
九
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
箕
状
況

難
と
な
っ
た
者
、
貧
困
に
よ
り
生
十
二
万
円
に
対
し
、
収
入
済
額
二

活
の
た
め
公
私
の
扶
助
を
受
け
る
昭
和
四
十
四
年
度
の
一
般
会
計
と
に
な
り
ま
す

0

億
三
千
百
八
十
七
万
円
と
な
り
四

も
の
、
そ
の
他
特
別
の
ポ
梢
が
あ
お
よ
び
特
別
会
計
は
、
い
ず
れ
も
特
別
会
計
も
堅
実
な
運
営
で
、
―
•
五
％
の
増
。
講
定
額
一
一
億
三

る
も
の
で
村
長
が
必
要
が
あ
る
と
熱
字
決
”
と
な
り
ま
し
た
。
国
民
他
康
保
険
会
計
は
予
想
し
た
千
二
百
二
十
三
万
円
に
対
し
て
、

1
4
1
畑
5

訟
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
保
険
税
一
般
会
計
は
、
一
辛
＇
二
百
四
十
医
板
代
の
伸
び
が
な
か
っ
た
た
め
収
入
割
合
は
九
九
・
八
％
で
収
入
杷
“
卯

を
減
免
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
二
万
円
の
黒
字
に
な
っ
た
の
は
予
七
百
二
十
三
万
円
の
黒
字
決
符
。
総
額
は
前
年
度
収
入
総
類
に
比
ペ
ー
7
0

入
ー
他

北
H
・
-
‘

に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
想
以
上
の
村
税
収
入
の
伸
び
と
経
ま
た
有
線
放
送
は
堅
実
に
二
百
―
―
―
四
・
一
％
の
伸
ぴ
と
な
り
ま
し
収
偵
の

◆
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
代
の
節
減
が
極
力
は
か
ら
れ
た
こ
十
八
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
た
。

]
]
]
]
]
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/
]
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五
万
円

一
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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

明
和
村
長

小
松
原
誠
司

―

-
1
]
ニ

お
正
月
は
お
酒
を
飲
む
機
会
が

多
く
な
り
ま
す
。
「
酒
に
酔
っ
て

公
衆
に
迷
惑
を
か
け
る
行
為
の
防

止
等
に
関
す
る
法
往
」
が
公
布
さ

れ
て
か
ら
こ
と
し
で
十
年
に
な
り

ま
す
が
、
ま
だ
一
般
に
は
徹
底
し

て
い
な
い
よ
う
な
お
面
を
よ
く
見

受
け
ま
す
。

こ
の
法
律
は
、
過
度
の
飲
酒
が

倒
人
的
、
社
会
的
に
及
ぼ
す
害
悪

を
防
止
し
て
、
公
共
の
福
祉
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
定
め

ら
れ
た
も
の
で
す
が
、
悪
い
く
せ

で
、
何
か
祝
い
ご
と
が
あ
る
と
、

そ
れ
を
き
っ
か
け
に
お
酒
を
飲
む

飲
め
ば
酔
わ
な
け
れ
ば
承
知
で
き

ず
、
ど
う
し
て
も
無
理
じ
い
す
る

悪
習
が
残
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

こ
の
法
律
の
第
一
一
条
は
、
椋
題

季
節
の
話
題
の
条
文
で
「
す
べ
て
国
民
は
、
飲

、
酒
を
強
要
す
る
風
習
を
排
除
し
、

除
夜
の
性
が
明
る
と
新
年
と
し

飲
酒
に
つ
い
て
の
節
度
を
保
つ
よ

い
、
新
し
い
年
を
迎
え
た
こ
と
に

う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

な
り
ま
す
。
一
夜
が
明
け
れ
ば
、

と
あ
り
ま
す
。
こ
と
に
、
車
を
迎

き
の
う
は
去
年
で
あ
り
、
き
ょ
う

転
す
る
人
は
ち
ょ
っ
と
で
も
飲
ん

は
こ
と
し
、
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に

だ
り
し
た
ら
運
転
は
で
き
ま
せ
ん

年
去
り
、
年
来
た
る
。
時
の
経
つ

ま
た
、
運
転
者
に
少
し
ぐ
ら
い
な

の
が
こ
ん
な
に
あ
わ
た
だ
し
く
、

ら
大
丈
夫
だ
よ
な
ど
と
す
す
め
る

時
代
の
移
り
変
わ
り
に
深
い
感
慨
こ
と
も
道
路
交
通
法
は
埜
じ
て
い

を
i
見
え
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

ま
す
。

ゆ
く
年
を
回
即
し
て
新
し
い
年
へ

の
希
望
の
出
発
点
と
し
た
い
も
の

I
l
l
蘇
飲
ん
で
ほ
う
と
糾
ひ
た
り
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°とののが十＜百わ月金°ん生れな年ほ二金れだた時人き十を金人れ ｀法概がツにま 1祁中 1汎 区運 れ‘者内配期
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か田の親地ニキアニ金選 , ての市の行婦明六-f社人新員会 盛員消沼表群団年
ら利選節の日ロメ年 ば ‘学の社な約和時二交と井会教 ＾、功防外彰馬長勁
選い手試高か級リ生 .. • 1 プ生 1月交わ六中よ月ダし道と存 社． 本労協八第県 続
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期と米リ 認ちにス活良限 に日十‘よ舗建‘‘二 ;1 年年省を館国菜よ中るェ 習ばれた的ヮ 外社表
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がいの れ人内福こたくの宜会六習fダヶ を言 阿庄 H 図月着‘倉 23 込会者参
たる中 る達に祉のかだ社三社 11 確冒 日 16 四八ス・み事は加
いこに この住協菩たさ会千 9こ、付者 実亘が移 書日十 0 キ 24 く務‘く
ことこと援ん議意がし、福円勤ー に亘決動 五 0 I • tこ局部tことはのに護で会のおと祉をめ勁 よ 実圭 ま図 館 名円楊 25 さへ蕗さ
で‘よな賓いを寄り関のそてク； り 行言り円 日い衣役し、

) I.日 時 1 月 31 日（日）午前 9 時（すほう り金る通付ま名tこつい者 し亘ま館 °用員゜
) 2. 場 所明和中学校体育館 '°んなまとめじをすでめくたか ま＇しみ 持又
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． 5. 申込締切 1 月 28 日 ｛と 明 む き 、） な く 11 (I· 呈ル公合部央用 だり利を係千役明＾
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多明たる年共育 プじ 、運用:r•千な円総加—•すな可議与子出し二年

屑忠虐店為但貫 月艮 嘉認芸裳骨塁え門悶馨゜翌塁稟図応えだ古塁
席学‘のりよ会 他拡代八十 I｀より二千計 のれ‘条ーナ: ｷ, 
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と育式と派代会→一現・ 改担万万円枕た千十子 はたれ一及は 一時
に館を自なを福ハ代 訂金円円‘新°四六算 次°も部ぴ‘ 日談
‘で二覚社に祉回 tこ三‘‘幹設百万 の 原改特各で会
中‘月を会な協 版 よ十板逍線改九円 と案正別会 1lfJ I t
学関四高人う議立 る六倉銘枡良十で おどな説計か

→しが十大二 はで会校 改 IリJたは圏不
自た刑四立に年春 、行とで一 定産°六追算足
配悶彗□ 式 ぽ名忍孟り 上 1建羞目は贋怠

ぃ見雰象唸昇こ昌詮名｀｀賢塁行 酎濯魯！ノ、毛彗汀昌眉翌
自忍全忍さi認も魯ば琶宕号；誌眉彗含委盟t虚な ．，累も塁炉ィ か炉塁腐召蹂も

田冑呼乏汀叫出叫詞予う 王［田・と／る〖閏『
と識はなのたt呈塁靡t界悶し‘腐ら交こ、心違、娑祠羞 六大共協中 す給万ま総正
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；謬］叩聾:: 9 l]言!iまii：口］詞 1]叫言］
只］虐□ ＇ばと□言農i気マつ9:ぃヽ々場、： ］胄息］
g ：促腿期］：／：／：：技陸; ；期口:郡望：：梅：

村の人口

ー2 月 1 日現在—
世帯数 1825戸

人口総数 8706人
男 4313人

女 4393人
(1月中のうごき）

出生 6人 死亡 7人

転入 18人 転也34人
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民時 日かにす三お義りめは ぷ-- - :•, — 死傷 0 焼十
骨館］孟元屑叶；心阜農門臼t皇畏よ 納 ~ '. --,... •. 、喜竺骨で函悶
冒訂翡宍品翡塁悶悶百記が靖詐： 税 ・ 髭素［塁 I~
; て旱 り篇塁［塁念喜竺t ；よ悶ぢ h i 相 ,. ◄ ・ 1, • - ; 9 ：ぢ悶腐
九 垢分 十談申いを方の月 のも告しさ二各談 ' .` ‘な‘出万で

り唇潰脅塁汀応よ贔魯畠此］種日 ?~』I~賣｀ ［月且〗
：書［賓 自ti五号芝息息：；乞六納程 9’ ^,--己ヽ、 上 以項閲烹もし
—· 白 ⇔業月ば税き • -•生で新災後—
＾肩以入骨＾元以午骨上骨付喝 骨 9J5 竺雪旦申ま ' 五竺ししよ令魯ー‘午八上ケ五午四上後三江二民所 十業も日 ＝牛 • ? 年件年あでを月
邑日の谷日芭日の下日焦日税二税所よ月口る 云笈畠； Itgニ
中＾嘉＾＾川＾悶晶年＾＾盟虞厨日芯は］十期 ra1 災えせ昨し十
谷午は午午俣午は‘前午午 公得itf 務五五 る放火 l り一の私な全災まら月 にたはい件のがてん年て前西後前‘前東田屯凹 民税菜 署日 日間 ；肖水災 を度機たわ国予で三二今あえ誠ま数件ーかではし、八
ー公ー一須ツ部品江 館失税 ーま / 防訓に 点身会ちれ一防‘月十年りなにすに数月らし二ま 日奥醤奇岱f'iら蓋口］古 堂 品 目：，i[ ; ['t ;百喜＄文合も手は魯こ゜ど裔虐 1さぷぢす。か
品灯‘ 館 井田 庶 すて｛てわうこ°行が火日か二°況にれてじ発す‘と二＿ら
申れ必少み付以いこ氏出あ員地参午 江公し村日は主 消統目のっ国大火ょ防＝
告たま要に認損し上‘生と名来合そ申やな下申前事 三 口認て尾ま‘催体 しー的発と民火災こう火一→

［潅i名諄配ピ璽］且鱈累9i項を 9 羞虐[ 9[9翌合且9 尾歪 ：り息喜呈望且百焚せ業の°ずす控°合九払 族し、応載さ譲四 自午民所新＾ 弘を日キ間三六背

令競嘉唸が苦且両筐芸手じ塁心ぞ；安骨空ば里篇 含魯杢心禾l] 琴舟百 瀬 l 忘→わ期にをすす春 を日

日薔息霰伍苓ヽ峠苫紅〖籍蕊; 1;;1［欝:i息男五奇反 畠芦芸を磁ぞ差;]g : i 
のさを多の添ーさの‘苔る全土持°は館 色る盟と品五室の女 け．1 でを者もら‘てし

1 丑：手 E[ ! ! §貪§9 9 籠［、 1]; ；裔初〗り乱嬰ふ冒豆
. ·の‘年盛に‘＾一体の キ き‘災態 1ま 及規及対等‘励時防こぐしい

多女でん 盛き明田育瀬王 < るわはが何贋び制ぴ象多ホ行‘止のるのま
数十六に 大め中口指下 I のず初火と 林の避物数テ 就 投み重す
の八回なにの一忠導静四 でか期災し、火野徹難にのル寝げの点゜

忍名g妥 閏；塁竺g塁名場 ；菜麿笑そが災底塁存喜五麿 堕嬰昌
参合迎キ さか氏須始生参： なでちきも大災 のる出貨 火 と総

門苫虜； さ沿主き益腐加 ：厚； ［臨切孟塁嬰今店覧 烹嚢
ま五三室し導招新に名 もこるま消 ‘る地点ば

IIまる品：］：；竺言：i [ : ：：ぎ：二：付会さi［ここ：ニニ：：: l 1玉：：［三iilス り沢内を村さ福れまで祉た‘に藤寄 いも雪‘昨なすまダ
た発ネ辺でケ盛合ス室育四 ま金の社でれ祉てたすの内こ女筋付 た再を迫年さるし 1! ゜揮ルのす 1 大せケは協 ケ しとめ会はまのい村°たかの児さをめ社＜度し路もんのたを
しギもが卜にて 1‘会＋ 1 たしく•福‘したる内 めら出＾んさに会感のてに荒かが°通
‘1 と‘教開四トー主 °てま祉こため皆の に五産千でれ 謝善く雪井ら大こし

< i亥 1ミ岱で閂よ：口虐 卜 靡ば皇畠゜ I： ［賞姦胄誓塁辻烏胃ヒ厄勾讀酎目註
楽と若指‘れのク日ょ 教 すし、会意 二かの 付をしさ二は付のい対もも株れく行雪
々;m t累虐百；加室 を糾清古t壱い尉、と百人金たましのる式ま 1このを
過せふさでた参拐ーヶ も との託寄 を‘加 た社たが十品 ］五て合魯t芍ぢヒ
しまれん六°加に伊 l に援し付寄社入 も会、•生二の で今にで°‘交＜
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詞□ー熱戦を展開した I ジで三了こ三星国 、
[aI ー オ 1 4 回卓球大会 圭＝ 貪麟；；りぷ不災
球・'-- -i「.... 9 , 1 □ 三己嘉［旧［

◎れさ誠のり いもを返行メニ台 れ中 , ＇故 をに事舞者年てしで年 し八三必証払［玄ミ
準俊男まん司人で今程吹展手なソ十の体ま学 ・ ・ 弓のいさ百業金七 1111 お‘は々交込日百要＾俊 しよ＾にす大でき開とわトー卓育し校 , ヨ被つし五 0月の十にり三約削通みま六可了会に加

; ; ：房i詈； ；言}:; 1,: i ｣ ;『: 9 塁t;窓 .:'• 冒男9 ［合言掲：屡：ら］竺警~i立墓与竺 ･ 
幸グ社·良協か者熱体く大は男りつ盛 圭る家た千年昨ぞ‘村ーにりる°長えし二
三ル 品種会らは 気育よ会リ子‘け 大 . . L· 'か族°円一年えケで人一‘死 をて‘部て：

突郎ス カ・介長三次 で館うに 1 は三ら に ” =iが の月四‘ガはケ忍店［り贔ii皇： : : ；』： [ E ク 皐 uっ〗： : : [ t ; [, ;[ ] ; ]9 [ 
；；ぞメ／ ；円世風窃風；皐 句 三三芯俊冒三三悶優’三三冒，，；”; ；臀］歪〗 4卜之謬閾［ ［眉；
りやむ声広ち口限 位位勝勝子位位勝勝子位位圭 六五四納°用の 課なょ入し、交

店娑土舟： ；、る為 令 正飯幸田勝大幸篠ダ新浅篠島／大篠＇ 日 日日合 悶悶月 ；嘉賛危甕
傷はな上あよ娘じ 敏島三中次塚三木フ井野木田ン塚木＇矢西斗束中は ひ'11 の 間あ不き害
ますきげるとゆ手 組郎組郎ル フ せグ 圭品公合部央 明‘ いり感ま共

北た廿ぐ安窓田て高刈林猛林う原内 力） 茂組 哲組信ス ば ジ毬つル哲伯三 公民田児公 和有 紅り 合ま のし済
島疼木そ見に口幸瀬田威ゆ口職 雄実男泊特子特子子特子ス男治圭民館荼韮民 土線 わし 9Jtての

|若くより忽翡知三塁 1倫五 ら 国岡；五悶塁昇忌 嬰奇’館よ館館 塁魯税 訂令魯玉魯
水子日子ラ栄子絆っ常つ昭 口中な藤装共 l‘t久 品ft言 良‘ tこ役ijil 族を

ン『
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第 1 日目片品スキー場で講師の指導のもとに
準備運動をするスキーヤー
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発行所

明和村役場

編総務課

庶務管理係

印刷所小林印刷所

村の人口
--3 月 1 日現在＿

世帯数 1830戸
人口総数 8713人

男 4319人
女 4394人
(2 月中のうごき）

出生 7人 死亡 8人

転入 20人 転出12人

［来の生産調整l
生
産
調
整
目
標
数
量

買
入
予
約
限
度
数
量

をたこと‘りま人人のた地ばの

言言言□こーめーニいわ＝れ◎しこ分ひてでス設宮害うつし とを恩転よ支さ付と作ら国は
た昭 ょとけそんし、公コ公・都ことて公 し確ま典作り給れさそに転‘土‘
→和典うにてこばる害ミ宮食市とない害 公 て保たが等転期‘れのな換適の此
公四型°つ‘でんとと公・品公ばっる 1 よ 耳至 ‘す‘与の作問種たたりを地有菜
害十公 し、公‘に同し、害力公害のて最‘ 口 昭る米え特‘に類奨めま栢適効の
対二害 て害今つ時う等ド害·ー使いもわ 和たのら別普格に励‘し極産利近

9 召 房詈茫［ : 1] ；し：皇甕；t 9 ［ん 合 円蕊責［日月：墨翌だ謬筐［今；なt ；詣芯烹靡農ぢ悶厖米
芭届 姜翡篇讀腐急合合置辻閏嘉 祉 C ;m:; ぜこに よt含凰悶旦凸犀虚災合豆塁戸？孟
でめ し的かま語わこ・・波業との当 米対実すく渠休額段に るて味し褐°に施問校幅｀六も米＜態常
はら まなにすがれろマ建公公し、一面 ク： へ の策効°の団耕‘化交 こ稲か‘合 なさにでに昨年‘の行を的
- -------•一そ
でれラ害雷型てをのき振大生のが象ー当三 の かいけとう制 と農大所物でれ産な上った数者政
いた l やなで公お生随出動気ずと必の般 口 につすだけ度原 一 ‘家変得の‘と調こいにて°且別府
う範の隣どす宮りず康し⑤汚るし要うに と 1 厚たてとらで生 一 ごの容の需米は整のわはもしをに買
公囲騎近のか←‘るま‘地染相てでち公 シ 生声にかれあ年 協み易稚給を 1fによけ‘‘た定事入
害の音所自らとここたこ盤②当‘あか害 年をな‘るる金 Aノ カなで持事はt'iおうで政こがめ前れ
:i喜麿g悶贔竺 E と兄ぢ賂合畠公見臣しと は 魯百ぢ[ g ; g年な 1 盈： ：ぐ望磨よ災ど‘菜唸百累；含旦g
は‘9さ予喜忍円［、ど茎閤g魯関はg f―腐~ I 麿t互品色麿t円金 と l て畠屯斎｝与it 1さ百手夏畠:i悶；：
いこう煙起洪ま般害境因臭③たに可上て 柱すな険将‘長 ！こいいるでるて昨の°れ度剰なみはりのにやこ水すにとにで←騒る伴能のい と゜い料来年期力‘ き のごまこ‘各し、年米 て数米りの‘
ま法限クる・゜→定被ーを音→つな対る もたかがの金保う 1.::: 生理すと梨俣るのの く頂がま限生
せ律ら 1 被沼典め害人抜④①ても策現 いしと掛こを検 ー 産解がは菜産のそ生れ以あし度産

て も地び・る人なう が改会例れい方政かいのん せい気必期えしナ 趣さ近貶柁 の示ー込ク九生 お調
お次含•そ家限問意．ーな追正でとるもで上つの種° しんつや要問る ら 旨ら日家推村ミさ卜限ク六産二り控
知号ま牧の具りの味生お加が‘しこの処の可で類し か°たヶでが老 のに中別進で れ·ノ度 l 卜調月まを
ら 9まれ屯生・に生で活‘さ行公てとで理公能‘はか し 性ガ‘二令 徹は 9この協は四まが数 9しソ整十す成せ大ま・育商お活の環典れな害はにあさ害な公永し ‘ 格の他十年才し 底部配配議‘六し‘品‘‘目二°功
し気す漁刃品いに生境型まわ対‘なれれとも法久‘ 原 のた庫年金 を落分分会さ倍たそとま面標日 さま汚゜垢境等て密活←公しれ策昨りばるいの上的典 生 もび保以はま 図座通方をつに°れした栢数‘ せ
す染 ．＾ツ‘接哀に害た→基年ま‘こうでのに型 年 のに険上‘ iり談知法開そあこぞて‘一蛍本 た
o ll!I 森田や財な境はの°土本森す今と共あ対不公 金 で利のあ普す- iた会をを 1罷くたれれ‘事五と村 い
係 魚畑動産関の‘定 坊i法の°後が通っ策変害 保 は用よる通 I し、等差検し米りは貼ー前八しに と
に 池・物＾係ほ常義 汚の公こ追望のてがでの 険 あすうこ‘ とにし討て生ま昨よ‘売・て対 考
つ 等樹お建がか謀 9こ 染一害のIJI1 ま考‘必は現 に りるにと力U 考よあし‘産す年り九渡五‘す え
ぃ し固よ物あ 1こ的い ←部国一さしえ行要な象 は まと病が入 1 えりげ‘各濶°度指二申へ五る て

ー····町·`グ‘’‘^^,~ッ・． T;一ーし． ，‘‘•9......L‘‘`‘"r.、

9こ : ~.教 4こ晶~:;手芯よ立靡象奎信i 監架災害打肺＇［法による水稲の基準収紐と奨励補助金 含な？ ;; 

艮 芦豆·!i筵筵豆賛墨i i i輝反I以：昇言休二！ば9覧嘉〖りり督愴薪盲を蕊土i
9 保噌昇裔靡盆芦~~~,f合 I 429 k9 68 Fl 29,172円 I 34. I72 円 39,172円お訊1 いの
fi 健J を年や金入歳にたし、あ , 400 ,, 27,200 1 32,200 37,200 | ；翌心ぐ
林 とり受金国がJ!/1‘ 涸とろつ 1'386 ,, l 26,248 31,248 36,248 1 す対しな
保 とけ制民受 1 ii l 女たえいて 。すまに
健村栄 て度年けが子なばろもi 371 ,, 25,228 30,228 35,228 るすと
所内 希いか金ら十はく‘な受 平均 3991 ,, 21.132 I 32. 132 I 37. 132 補°ぞ、さ雪の養辺るらなれ五三て加年 1ナ I_- - ------— 助 ょ
の婦学苓と要計め生展の う都太 や死てとそし、いる金五条上受上方
翡人級 七ぢ喜岳腐合畠え 1 閂国百 本器已げ塁命食え；は百り亙えば閃＇t

～・ 一1こ皐開 嬰盆倫靡芸変嬰活と靡辟サ 村年たらためにが‘が 1こ上さ牒らこす厚
クロ煮とをにわのに講人学 さ名稚ル褐日級；ー作［ し域市の域と入都°開地年 も 含さだ芸は夏ょ；；百戻ぢな七塁ぷ合棗
リッ‘野利中け学よ節を級これが園 l に明を‘ たを投進化同れ四 発区五 者〖 受 1こと年体や幸月ましはいし、金で通金

ょケ、コノ烹門霞；墨姦誓茎！さ畠｛言塁歪閲屈三岱畠 ど需悶晨甘ゼI:'に 益:] ii ; Iさき、饗悶；．〖呈tで、~iを~i茎益
サオピクてのが行力‘と村随たし者びの学月と加 で開は見処‘産け のし十 = こ砕あをとを加加 ててがと六す令にンレ 1 リ‘悶‘なづ実し内と°て七中婦校二栄 す発からす経業る 指て五 計と害るしなし入入 も厚‘な十°年一
ぷ； ：よな塁畠： ；塁て晶悶闊t窃蹟よ塁 ゜目虚れt闘鉛悶： : 旦 画磨いは在；て七と百翡平ぷ月念百
過学を体でるいあ効シ狡米二るで投たいのこた課建建上区工わ市年う も り本と域 いり進な てかの．を きし習行力も新‘り果ミのに割ヵ←」と°終ス と後へ築築の域届又れ街度け今同板ま村昨に 1こ都 と き‘学と親 ⇒こ
まをなづ出井最‘も‘バ欠を‘日雌ま了ク にで提確基建にだ‘る化にる後時倉しは年な指市 な でま・きに 円いら生外こま
し行いく来恒後次あソラけ加こ本康た後ミ なな出認準物入け建わ詞はわ‘に町た館十っ定開 ‘た就‘と . 4) [ ；息＄ ? t 
たな‘りる夫ににりパンて入の人に‘試ナ りけし申法をつで築け整ーけ都入‘°林二てす発 り ちこ職そっ 年が生守近う
°い一の簡先体映まカスし、す米のつ保食料 まれ‘請の建たしすで区市で市っ千 都月いる区 ま ょののれて II ‘年つなに
慈日実単生育画すスをるる飯主し、健会理 しば県刃規設のたるす域街す計た代 市二まこ域 っ時きは‘ を年金てと厚
義楽技なに指に←を図栄この食て所をの た沼の←定すでが均。←化が画わ田 計十すとを し と期ま学し、三春 を保し、こ生
あし謀運い荘学となり雅と中はの長行実 °工許を 1こる‘‘合 の区昭法け村 画二°が都 の特る年ち月の倒！と険るろ年

色ぷ聾嗜註心註謬直 ；悶謡ミに靡塁悶彗畠丘届打．了靡 た 塁嘉＄虐岳五青や召濯互魯
日心召よどで行し美 1こいっ化でのるま行 なう建ては吋計は がと十用°楽 にけ る画 かふです心日少ヵ入退入でた険
をにッるこあなが容は栄て麦あ中栄しな し、け設→‘以画箔行→六を町入で こ区 らんあ°配か年 ァ脱しすちは

次申贈明 ＠合西束 ＠合西中東 ＠閲」‘ 入昭みとにもに をと＾めーるーの ま年会 いててでう不ら健に軽お年つ療し
中 明計小小 小計部部部 幼生‘昭 のい青はひこは斉ツ慟勁い愛三こす健がそえ‘もにこ健四全 に近金た疫た

の告与 中 学 稚徒中和学和こ·ぅ少地ろのか少ソき労家情つの°全中こま気‘園と全月育 おくがとしと
ぢと税戻叶詞三男癸夏云元＼男児仔茎門調四磨；；翠磨哀奇忠了し王雰雙姦累喜 忍虐‘てヒ＄言し‘よ存四成 年g秀芝t；菱
な納の 者 学 園‘お六べ を運健守れこー非接環年＜律°の月な県うる寒いり動日運 ね会ら死き病

磨税 乙詞云女者門こ云七女者岱も言 よ届苔：色」合豆魯屡紅羞嬰目：累°点；、合訳iま動 く保れ亡‘気
に と幼に 年い貼にを地が事のつ業は本目動‘年ちら少゜いで だ険るし身や
も 一 ー お稚入 し民育モ域煤故乱く意かと慄を春問な解年ーっ 1i し互翡麿麿芸；．: 塁計 皇き団計 合三犀云訂. t詈 m 度手衷 I トッ塁塁 盆悶含屡含t~ 'さ gg署 雷誓悶刀てし °所うき害で
た す児る °るう I ど体止止一高ー明次い少誤とれつすま 互力：は名は
す末暖はのついでいが＾ し、円し目 で口 • • • ◎を利 せ告ー以産月 ＠徊 白⇔け人

゜；・ぐ：農密万さ委 9 ：：ぶ：骨弓さ裔奇ぷ斎ら方置胄戸斐合封翌贋塁な窟包を笹胄》‘茎芋夏塁 月［んし日上の三四 が借掲く財財人に：：息；g ;笈］号： [ ：図喜 E 匠；し、；詈 9 ［羞症［そば、［l ] ］直・悶 ~liifi〗嘉i棗 0̂ 9 百誓 9i立芸ti合 9 霰空； [: メはくい表で峠しし、生し、呼 たにを婚は と方付のし、中当銀参はかし、後お金°気たなおら力館な十は計で月税も引 価価義産税
も桜るか日はをよっえし、ひ話も役記式‘ 表は金たたし社行の｀かた｀支庫 づし口支 林け五四額に一 翠点畜t急
訪がよわ本ま越うたるま名 の立念を結 の‘ し出の‘う電りしそ払が かま座払十をよ税れ日十がも日 ぢ足 渓い更らす
れ咲うりでだしかここすで題でてに行婚 ひ須 まて梨伯え気ままのし、毎 いす振し‘ り務ばま六四らか たま りちしっ゜
てきでには雷た°とと°‘ すてとな五 で質 すく金用‘料せす旨手月 は°替に 署なで年十つら 掲た 受じたた
き‘す雨‘がと かを草弥 °ほーし、十 さの °だ‘金東金ん°お続お も 払 1文 ツりに二万t・十 合は ける均垢
ま月゜it風陣はら→木生 し万ま年ん田 さ検駈京領°客き客う制使 ま申月円財二 肩たし合合
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四
月
十
一
日
に
予
定

「
統
ー
選
挙
」
を

県
議
会
議
員
選
挙

失
し
た
方
は
そ
の
旨
を
投
菜
所
の
い
く
ら
レ
ジ
ャ
ー
プ
ー
ム
だ
か
ら
思
う
だ
け
の
理
由
が
必
要
で
す
。
税
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
若
し
価

係
負
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
と
い
っ
て
も
、
単
な
る
遊
び
の
た
選
挙
の
際
に
は
、
不
在
者
投
匹
一
格
等
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
楊
合

●
投
漂
時
問
は
、
午
前
七
時
か
ら
め
の
ド
ラ
イ
ブ
や
ビ
ク
ニ
ソ
ク
に
の
で
き
る
ケ
ー
ス
、
手
統
き
に
っ
に
は
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

午
後
六
時
ま
で
で
す
。
行
く
人
ま
で
も
不
在
者
投
粟
す
る
い
て
は
選
挙
管
理
委
員
会
に
相
玲
に
対
し
て
審
査
の
申
出
を
す
る
こ

◆
か
ら
だ
が
不
自
由
だ
っ
た
り
字
わ
け
に
は
ゆ
き
ま
せ
ん
。
ゃ
は
り
さ
れ
、
折
角
の
機
会
を
無
に
す
る
と
が
で
き
ま
す
。

が
害
け
な
か
っ
た
り
し
て
自
分
で
誰
が
み
て
も
よ
ん
ど
こ
ろ
な
い
と
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
訓
さ
き
の
大
戦
に
お
け
る
戦
没
者
死
亡
褐
所
の
細
部
を
承
知
さ
れ
t
c
当
村
で
は
そ
の
縦
覧
を
次
の
よ

投
栗
が
で
き
な
い
方
は
、
代
理
投
鵬
の
う
ち
、
旧
陸
海
軍
の
機
密
保
持
い
遺
族
は
、
役
掲
住
民
課
に
申
し
う
に
お
こ
な
い
ま
す
か
ら
自
分
の

漂
の
制
度
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
投
不
慮
の
事
故
に
万
全
を
訓
の
事
侑
か
ら
死
亡
拐
所
の
細
部
を
出
て
く
だ
さ
い
°
財
産
を
た
し
か
め
て
く
だ
さ
い
。

”
[
汀
汀
汀S

r
T

豆
い
救
急
看
護
法
講
習
会
瓢
明
ら
か
に
し
な
い
ま
ま
遣
族
に
お
な
お
、
こ
の
期
問
以
外
の
時
期
に
一
日
時
三
月
一
日
よ
り
三

皿
知
ら
せ
し
た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
戦
没
さ
れ
た
方
の
死
亡
均
所
の
細
月
二
十
日
ま
で

四
月
に
は
統
一
地
方
選
挙
で
、
う
社
会
の
中
堅
に
な
っ
て
い
る
わ
終
日
ま
す
。
自
分
の
信
じ
る
候
補
者
に
村
内
の
主
婦
七
十
名
参
加
直
蝕
近
肉
親
の
戦
没
し
た
均
所
の
細
部
を
承
知
し
た
い
遣
族
の
申
し
出
二
掲
所
明
和
村
役
褐
税
務

堂
々
と
投
粟
し
て
く
だ
さ
い
。
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県
議
会
議
員
選
挙
が
十
一
日
に
予
け
で
す
。
●
四
月
十
一
日
投
漂
日
皿
部
を
承
知
し
た
い
と
の
申
し
出
が
も
さ
つ
つ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
。

●
投
票
用
紙
に
は
、
候
補
者
の
氏
教
育
委
員
会
と
住
民
課
と
の
共
館
を
会
拐
に
村
内
の
屈
人
グ
ル
ー
·
多
く
な
り
、
こ
の
た
び
、
あ
ら
た
日
旧
陸
軍
関
係
時
間
は
八
時
三
十
分
よ
り
十
七

名
の
ほ
か
余
分
な
こ
と
を
杏
か
な
催
に
よ
り
枚
点
沼
護
法
の
講
習
会
ブ
及
び
幼
稚
困
保
設
者
七
十
名
が
暉
め
て
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
な
り
昭
和
二

0
年
一
月
一
日
か
ら
昭
時
ま
で
、
土
耀
日
は
十
二
時
ま
で

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
選
挙
は
し
か
し
、
い
ま
な
お
、
ひ
き
つ
投
票
に
は
次
の
こ
と

わ
た
し
た
ち
の
住
む
町
や
村
の
発
．
つ
き
＂
塁
一
漂
“
を
さ
け
ば
な
が
ら
に
注
意
を
を
一
一
月
二
十
日
（
土
）
中
央
公
民
＿
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一
ま
し
た
。
と
し
、
日
耀
祭
日
は
休
日
と
し
ま

展
の
た
め
に
た
い
へ
ん
重
要
な
意
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
は
、
●
投
菜
に
は
入
場
券
を
必
ら
ず
持
い
で
く
だ
さ
い
。
せ
っ
か
く
の
投
和
ニ
ー
年
六
月
一
四
日
ま
で
の

義
を
も
っ
て
い
ま
す
。
い
っ
た
い
ど
う
し
た
こ
と
で
し
ょ
参
し
て
く
だ
さ
い
。
入
拐
券
を
紛
梨
が
無
効
に
な
る
事
が
あ
り
ま
す
ヽ
・
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こ
の
序
着
設
圃
旧
陸
海
軍
が
死
亡
垢
所
の
細
部
を
問
に
発
行
し
た
死
亡
公
報
の
も
す
。

と
こ
ろ
で
＂
消
い
一
菜
、
明
る
う
。
日
本
の
今
日
の
姿
は
、
四
十
.
`
t
'
法
は
、
さ
い
き
ん
で
品
ら
せ
し
な
か
っ
た
時
期
は
次
の
。

社
会
の
進
展
に
伴
皿
の
と
お
り
で
す
の
で
、
戦
没
者
の
⇔
旧
海
軍
関
係
今
月
の
納
税
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明
る
＜
正
し
い

戦
没
者
の
死
亡
場
所
の

細
部
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
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